
未
征
服
地
分
配
の
言
説
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ー
レ
コ
ン
キ
ス
タ
か
ら
世
界
分
割
へ
一

A口
田

昌

史

【
要
約
】
　
近
世
の
二
大
海
洋
帝
国
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
「
発
見
一
さ
れ
て
い
な
い
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界
を
二
国
間
で
排
他
的
に
分
配
し
領
有
す
る

「
世
界
分
割
」
（
分
界
）
の
言
説
を
展
開
し
た
。
本
稿
は
こ
の
言
説
の
起
源
と
成
立
と
展
開
を
扱
う
。
分
界
の
起
源
の
ひ
と
つ
は
　
二
～
二
瓢
世
紀
の
レ

コ
ン
キ
ス
タ
に
お
け
る
未
征
服
地
分
配
の
諸
条
約
と
「
回
復
」
の
理
念
に
あ
る
が
、
成
立
の
直
接
の
契
機
は
両
国
が
ア
フ
リ
カ
と
ア
メ
リ
カ
へ
進
出
す
る

一
五
世
紀
後
半
に
あ
る
。
回
復
の
限
界
を
超
え
た
進
出
を
第
三
国
向
け
に
正
当
化
す
る
た
め
に
門
発
見
」
の
理
念
と
教
皇
の
「
贈
与
し
勅
書
が
拠
り
所
と

さ
れ
、
両
国
間
で
利
害
調
整
が
行
わ
れ
た
結
果
、
仮
想
の
分
界
線
が
引
か
れ
た
。
成
立
当
初
の
分
界
は
東
西
へ
漸
進
す
る
ふ
た
つ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
意

味
し
て
い
た
が
、
マ
ゼ
ラ
ン
の
大
航
海
を
契
機
に
、
世
界
の
二
等
分
割
の
解
釈
が
両
国
問
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
対
礁
分
界
線

の
在
処
が
議
論
さ
れ
た
。
占
有
主
義
の
第
三
国
を
排
除
す
る
未
征
服
地
分
配
の
言
説
は
近
世
を
通
じ
て
保
持
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
〇
巻
㎜
号
　
二
〇
〇
七
年
㎜
月

国
境
の
規
で
世
界
分
割
を
考
え
る

　
国
境
の
由
来
は
国
家
の
領
域
形
成
と
不
可
分
で
あ
る
が
、
あ
ら
ま
ほ
し
き
領
域
と
現
実
の
そ
れ
と
の
落
差
か
ら
国
境
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

言
説
が
編
み
出
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
史
家
D
・
ノ
ル
マ
ン
（
一
九
八
六
年
）
に
よ
る
と
、
一
六
世
紀
か
ら
～
八
世
紀
に
か
け
て
フ
ロ
ン
テ
ィ

エ
ー
ル
（
｛
δ
導
陣
Φ
）
は
防
衛
の
前
線
を
、
リ
ミ
ッ
ト
（
一
ぎ
冨
）
は
国
王
の
支
配
の
及
ぶ
地
帯
を
意
味
し
て
い
た
。
ひ
と
つ
の
国
家
に
よ
っ
て
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「
侵
略
」
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
が
漸
進
す
る
と
、
他
国
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
「
和
平
」
の
リ
ミ
ッ
ト
が
設
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
八
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

紀
末
か
ら
二
つ
の
用
語
は
し
だ
い
に
混
交
し
始
め
て
差
異
を
失
い
、
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
「
自
然
国
境
」
説
が
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
。

フ
ラ
ン
ス
の
自
然
国
境
と
さ
れ
た
由
河
の
う
ち
・
ピ
・
ネ
ー
山
脈
に
早
る
ス
ペ
イ
・
と
の
国
境
は
早
期
に
安
定
し
や
そ
の
一
因
は
ピ
レ

ネ
ー
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
が
一
　
国
間
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
中
世
キ
リ
ス
ト
教
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
辺
境
と
し
て
働
き
圧
力
を
南
に
放

散
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
九
八
年
世
代
の
作
家
ア
ソ
リ
ン
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
も
う
ひ
と
つ
の
自
然
国
境
は
ア
ト
ラ
ス
山
脈
に
あ
る
と
述
べ

③て
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
モ
ロ
ッ
コ
分
割
を
正
当
化
し
た
。
ア
ソ
リ
ン
の
認
識
の
根
底
に
あ
る
の
は
「
陽
の
沈
ま
ぬ
帝
国
」
の
喪
失
と
そ
の
代
償

で
あ
る
。
近
世
の
辺
境
は
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
ど
こ
ろ
か
三
つ
の
大
洋
を
こ
え
て
延
伸
し
、
希
有
の
境
界
概
念
を
生
ん
だ
。
ス
ペ
イ
ン
は
辺
境

の
同
胞
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
と
も
に
は
じ
め
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
分
割
線
を
構
想
し
た
の
で
あ
る
。

　
英
語
デ
マ
ル
ケ
イ
シ
ョ
ン
U
Φ
ヨ
輿
送
什
δ
鵠
は
現
代
の
新
聞
記
事
や
研
究
書
の
タ
イ
ト
ル
等
に
お
い
て
国
境
の
画
定
を
意
味
す
る
用
語
と
し

て
定
着
し
て
い
る
が
、
そ
の
語
源
で
あ
る
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
語
の
デ
マ
ル
カ
シ
オ
ン
U
Φ
ヨ
鎗
＄
鼠
9
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
デ
マ
ル
カ
サ
ン

U
Φ
目
玉
。
需
倒
○
は
「
世
界
分
割
」
を
意
味
し
て
い
た
。
一
六
世
紀
ス
ペ
イ
ン
の
年
代
記
家
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ペ
ス
・
デ
・
ゴ
マ
ラ
は
、
一
五

二
四
年
四
月
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
両
王
権
の
代
表
者
た
ち
が
国
境
付
近
に
集
っ
て
世
界
分
割
を
議
論
し
た
あ
る
会
合
に
関
連
し
て
、
次
の

よ
う
な
逸
話
を
伝
え
て
い
る
。

　
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
は
あ
る
日
［
国
境
を
流
れ
る
］
グ
ア
デ
ィ
ア
ナ
川
の
畔
を
散
策
し
て
い
た
。
そ
の
時
あ
る
少
年
が
母
親
の
洗
濯
し
た
衣
類
を
み
て
い

　
　
た
。
少
年
は
彼
ら
に
こ
う
問
い
か
け
た
。
皇
帝
陛
下
［
カ
ー
ル
五
世
］
と
世
界
を
分
割
し
よ
う
と
い
う
の
は
お
じ
さ
ん
た
ち
か
い
、
と
。
彼
ら
が
そ
う
だ

　
　
が
と
答
え
る
と
、
少
年
は
シ
ャ
ツ
を
ま
く
り
彼
ら
に
尻
を
見
せ
て
こ
う
琶
つ
た
。
「
そ
れ
な
ら
ほ
ら
、
こ
こ
の
真
ん
申
に
線
を
ひ
い
て
み
な
よ
。
」
こ
の
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
パ
ル
テ
イ
ド
…
レ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

　
　
は
［
国
境
の
町
］
バ
ダ
ホ
ス
で
も
分
割
を
議
論
す
る
人
々
が
集
う
会
場
で
も
評
判
に
な
り
大
い
に
も
の
わ
ら
い
の
種
に
な
っ
た
。

　
こ
の
会
合
、
す
な
わ
ち
バ
ダ
ホ
ス
ー
ー
エ
ル
ヴ
ァ
ス
会
議
で
議
論
さ
れ
た
分
界
（
量
界
分
割
）
は
、
一
四
九
四
年
六
月
七
日
の
ト
ル
デ
シ
リ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ス
条
約
に
お
い
て
表
現
さ
れ
た
言
説
で
あ
る
。
こ
の
条
約
で
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
両
国
は
西
ア
フ
リ
カ
・
ヴ
ェ
ル
デ
岬
諸
島
の
西
三
七
〇
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レ
グ
ア
の
海
上
に
仮
想
の
子
午
線
を
引
い
た
。
分
界
の
子
午
線
か
ら
東
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
西
は
ス
ペ
イ
ン
と
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「
発
見
」
と
征
服
の
領
域
が
あ
ら
か
じ
め
分
配
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
五
〇
〇
年
カ
ブ
ラ
ル
に
よ
っ
て
「
発
見
」
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
が
同
条
約

に
遡
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
と
さ
れ
た
経
緯
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
奇
妙
な
取
り
決
め
は
、
近
世
の
二
大
海
洋
帝
国
お
よ
び
こ
れ
に
挑
戦
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
第
三
国
に
お
い
て
多
く
の
議
論
を
呼
び
起
こ

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
の
地
図
に
ま
で
そ
の
痕
跡
を
残
し
た
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
提
督
ビ
リ
・
レ
イ
ス
の
海
図
断
片
（
一
五
一
三
年
、
ト
プ
カ
プ
・

　
　
　
　
　
　
⑥

サ
ラ
イ
博
物
館
所
蔵
）
に
は
分
界
の
知
識
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
分
界
が
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
権
利
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
限
定
し
て
も
二
国
華
の
条
約
に
第

三
国
を
拘
束
す
る
力
は
な
い
。
国
際
法
的
な
拘
馬
力
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
締
結
の
前
後
に
両
国
が
そ
れ
ぞ
れ

教
皇
庁
か
ら
引
き
出
し
積
み
重
ね
て
き
た
教
皇
勅
書
の
権
威
以
外
に
な
い
。
だ
が
、
宗
教
改
革
の
時
代
に
あ
っ
て
そ
の
権
威
は
先
細
り
の
運
命

に
あ
り
、
分
界
が
早
晩
第
三
国
か
ら
の
き
び
し
い
挑
戦
を
受
け
る
こ
と
は
必
定
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
ス
ペ
イ
ン
国
王
カ
ル
ロ
ス
一
世
（
皇
帝

カ
ー
ル
五
世
）
と
厳
し
く
対
峙
し
た
フ
ラ
ン
ス
国
王
フ
ラ
ン
ソ
ワ
～
世
（
一
五
四
一
年
）
は
次
の
よ
う
な
雷
葉
で
分
界
を
否
認
し
た
。

　
　
太
陽
は
他
者
と
同
様
に
我
に
も
暖
を
与
え
賜
う
。
ア
ダ
ム
が
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
し
て
世
界
を
分
割
し
た
と
い
う
の
か
。
そ
の
遺
言
を
こ
の
目
で
見
た

　
　
　
　
　
⑦

　
　
い
も
の
だ
。

　
国
境
の
少
年
に
象
微
さ
れ
る
当
該
国
人
の
嘲
笑
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
第
三
国
に
よ
る
指
弾
を
受
け
な
が
ら
も
、
分
界
の
取
り
決
め
は
｝
七
五
〇

年
の
マ
ド
リ
ー
ド
条
約
に
よ
っ
て
破
棄
さ
れ
る
ま
で
、
「
発
見
」
や
「
先
占
」
な
ど
と
並
ん
で
非
西
洋
世
界
の
征
服
と
支
配
を
正
当
化
す
る
言

説
と
し
て
機
能
し
続
け
た
。
本
稿
の
目
的
は
分
界
が
ど
の
よ
う
な
起
源
を
持
ち
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ

と
で
あ
る
。
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①
9
葺
鉱
翼
。
a
暴
p
、
．
∪
①
。
。
雛
巨
霧
臼
国
聾
磐
×
｛
δ
ヨ
鍵
Φ
ω
⇒
毘
。
暴
｝
①
ω
、
ド

　
蒙
Φ
顕
①
累
。
葬
巴
．
ト
題
職
長
§
譜
§
転
ミ
鼠
糞
卜
。
甲
℃
帥
詠
口
り
。
。
9
㎝
O
ふ
O
・

②
た
だ
し
、
史
家
P
・
サ
ー
リ
ン
ズ
は
、
国
境
画
定
の
過
程
を
（
A
）
領
土
の
政
治

　
的
配
分
（
・
一
一
〇
＄
［
一
8
）
、
（
B
）
条
約
文
に
お
け
る
境
界
の
設
定
（
縣
①
緊
邑
翼
δ
　
）
、



　
（
C
）
地
上
の
境
界
線
の
画
定
（
留
巳
舞
。
巴
8
）
の
三
段
階
に
分
け
、
ピ
レ
ネ
ー

　
条
約
は
最
初
の
（
A
）
段
階
に
す
ぎ
ず
、
（
B
）
と
（
C
）
の
過
程
は
二
世
紀
以
上
を
要

　
し
た
、
と
み
て
い
る
。
℃
2
興
ω
”
臣
諺
v
b
u
o
§
§
、
自
門
に
註
ミ
織
ぎ
磯
曼
箏
§
亀

　
§
眠
憩
ミ
四
四
罫
免
罪
§
§
堕
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Φ
時
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Φ
ざ
ピ
■
》
．
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O
b
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》
N
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営
（
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嶺
巴
9
嵩
国
器
費
Φ
匹
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）
ゆ
9
ミ
動
9
篭
量
§
酔
黒
戸
と
跳
匿
り

　
詰
り
鼻
¶
H
卜
Q
ω
回

④
閏
■
び
曾
。
N
号
O
ひ
聖
目
毎
毎
ミ
噺
斜
讐
ミ
ミ
寒
駐
腎
ミ
盈
押
ヒ
d
》
矧
ζ
跳
－

　
臣
外
お
鼻
ρ
b
。
N
O
．
清
水
憲
男
激
減
広
が
り
ゆ
く
視
圏
師
、
二
三
〇
～
三
一
頁
。
た

　
だ
し
、
引
用
箇
所
は
筆
者
の
試
訳
。

⑤
罫
〉
留
。
匿
男
。
屋
①
＄
卿
脚
鍔
切
甑
N
語
誌
9
ρ
巴
ω
こ
9
尋
誤

　
b
§
§
§
ミ
一
撃
爲
ミ
軽
四
§
、
翁
忌
§
曇
霞
ω
げ
。
三
一
〇
り
ρ
一
。
月
一
－
一
ミ
．

⑥
圏
．
謬
び
①
壽
民
器
モ
N
禽
駄
9
N
国
§
田
口
§
ミ
ぎ
♀
ミ
寝
§
竃
、
蛍
0
置
9
α
q
ρ

　
6
り
ρ
9
よ
ω
「

⑦
一
五
四
～
年
一
月
二
七
日
付
カ
ル
ロ
ス
宛
ト
レ
ド
枢
機
卿
の
書
簡
よ
り
。

　
悶
℃
■
匹
α
q
α
q
貰
》
8
ミ
ミ
。
醤
駄
さ
ら
～
§
§
騎
ミ
ミ
轟
琳
。
魯
§
義
9
ミ
ミ
§
銚

　
い
ぎ
論
箋
譜
肉
。
簿
遵
鼻
9
斤
p
毛
P
お
ω
ρ
お
O
．

ニ
　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
先
に
あ
る
国
境
一
分
界
の
起
源
を
め
ぐ
っ
て

ー
レ
コ
ン
キ
ス
タ

未征服地分配の雷説（合田）

　
通
説
上
、
世
界
分
割
の
理
念
は
一
四
五
四
年
発
布
の
教
皇
勅
書
か
ら
一
四
七
九
年
の
ア
ル
カ
ソ
ヴ
ァ
ス
条
約
を
経
て
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約

に
至
る
ま
で
の
四
〇
年
間
に
形
成
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
史
家
ブ
リ
オ
・
バ
ル
デ
オ
ン
・
バ
ル
ケ
（
｝
九
七
三
年
）
は
、

　
　
　
レ
コ
ン
キ
ス
タ

分
界
は
再
征
服
運
動
に
起
源
す
る
、
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
る
ア
ル
・
ア
ン
ダ
ル
ス
の
再
征
服
・
北
ア
フ
リ
カ
へ

の
侵
攻
・
大
西
洋
へ
の
膨
張
は
「
ひ
と
つ
の
現
象
の
三
つ
の
局
面
」
で
あ
り
、
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
に
お
け
る
世
界
分
割
の
思
想
は
一
二
世

　
　
　
　
　
　
　
①

紀
半
ば
に
遡
る
、
と
。

　
事
実
、
一
二
世
紀
半
ば
以
降
の
イ
ベ
リ
ア
半
島
で
は
将
来
の
征
服
を
あ
て
こ
ん
で
あ
ら
か
じ
め
ム
ス
リ
ム
支
配
下
の
土
地
に
線
引
き
を
し
て

そ
の
土
地
に
対
す
る
権
利
を
分
け
あ
う
と
い
う
内
容
の
条
約
が
た
び
た
び
締
結
さ
れ
た
。
「
皇
帝
」
を
名
乗
る
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
・
レ
オ
ン
国

王
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
乱
世
は
、
一
一
五
一
年
一
月
二
七
日
の
ト
ゥ
デ
リ
ェ
ン
条
約
で
バ
レ
ン
シ
ア
・
デ
ニ
ア
・
ム
ル
シ
ア
を
含
む
未
征
服
の
東
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
バ
ル
セ
ロ
ナ
伯
ラ
モ
ン
・
ベ
レ
ン
ゲ
ー
ル
四
百
に
与
え
、
残
る
ム
ス
リ
ム
支
配
地
を
自
領
と
し
た
。
一
一
五
七
年
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
七
世
が
死
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浅
し
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
・
レ
オ
ン
王
国
が
再
分
裂
す
る
と
、
翌
五
八
年
五
月
二
三
日
カ
ス
テ
ィ
1
リ
ャ
国
王
サ
ン
チ
ョ
三
世
と
レ
オ
ン
国
王
フ

ェ
ル
ナ
ン
ド
ニ
世
は
サ
ア
グ
ン
条
約
を
結
び
、
ム
ス
リ
ム
支
配
地
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
分
割
線
を
引
い
た
。
＝
七
九
年
三
月
二
〇
日
の
カ
ソ
ラ

条
約
で
は
ム
ル
シ
ア
は
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
国
王
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
入
世
に
割
り
当
て
ら
れ
、
ア
ラ
ゴ
ン
国
王
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
現
世
は
バ
レ
ン
シ

ア
・
デ
ニ
ア
・
ビ
ア
ル
．
ハ
テ
ィ
バ
・
カ
ル
ペ
の
征
服
権
を
確
保
し
た
・
聖
て
ナ
バ
ラ
王
国
の
分
割
も
取
り
決
め
ら
れ
や

　
一
二
四
〇
年
代
、
レ
コ
ン
キ
ス
タ
は
大
詰
め
を
迎
え
た
。
以
後
、
～
四
世
紀
初
頭
に
か
け
て
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
間
で
境
界
の
画
定
作
業
が
進

行
す
る
。
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
国
王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
三
世
と
ア
ラ
ゴ
ン
国
王
ハ
イ
メ
一
世
は
一
二
四
四
年
三
月
二
六
日
に
ア
ル
ミ
ス
ラ
条
約
を
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

び
、
フ
カ
ル
川
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
川
の
合
流
点
か
ら
ビ
ア
ル
を
経
て
ア
ル
テ
ア
と
ビ
リ
ャ
ホ
ヨ
サ
の
間
の
沿
岸
に
至
る
境
界
線
を
引
い
た
。
一
二

九
一
年
＝
月
二
九
日
の
モ
ン
テ
ア
グ
ド
条
約
で
は
北
ア
フ
リ
カ
に
ま
で
将
来
の
分
割
の
触
手
が
伸
び
た
。
ム
ル
や
川
か
ら
東
の
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
と
チ
ュ
ニ
ス
を
ア
ラ
ゴ
ン
国
王
ハ
イ
メ
ニ
世
が
、
西
へ
大
西
洋
岸
ま
で
の
マ
ウ
リ
タ
ニ
ア
を
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
国
王
サ
ン
チ
ョ
四
世
が
征
服

　
　
　
　
　
　
　
⑤

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ハ
イ
メ
ニ
世
は
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
国
王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
世
世
と
一
三
〇
八
年
＝
一
月
一
八
日
ア
ル
カ
ラ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

デ
・
エ
ナ
レ
ス
条
約
を
結
び
、
ア
ル
メ
リ
ア
を
含
む
グ
ラ
ナ
ダ
王
国
の
約
六
分
の
一
を
ア
ラ
ゴ
ン
の
征
服
予
定
領
域
と
し
て
得
た
。

　
以
上
の
二
国
間
諸
条
約
の
な
か
で
北
ア
フ
リ
カ
を
射
程
に
入
れ
た
モ
ン
テ
ア
グ
ド
条
約
は
異
色
に
見
え
る
が
、
九
世
紀
末
以
降
に
成
立
し
た

　
　
　
　
　
　
⑦

国
土
回
復
の
神
話
に
は
北
ア
フ
リ
カ
分
配
を
正
当
化
す
る
雷
説
が
内
包
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
言
説
に
よ
る
と
、
西
ゴ
ー
ト
王
国
は
イ
ベ
リ
ア
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ナ
ル
キ
ア
　
ヒ
ス
パ
ニ
ア

島
と
北
ア
フ
リ
カ
の
マ
ウ
リ
タ
ニ
ア
を
統
合
し
た
ロ
ー
マ
帝
国
の
ヒ
ス
パ
ニ
ア
管
区
に
相
当
す
る
「
ヒ
ス
パ
ニ
ア
王
国
」
で
あ
り
、
西
ゴ
ー
ト

王
国
の
継
承
者
で
あ
る
ア
ス
ト
ゥ
ー
リ
ア
ス
・
レ
オ
ン
・
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
の
諸
王
國
は
か
つ
て
の
ヒ
ス
パ
ニ
ア
王
国
の
領
土
を
回
復
す
る
権

　
　
　
　
⑧

利
を
有
す
る
。
モ
ン
テ
ア
グ
ド
条
約
に
お
け
る
境
界
線
は
ロ
ー
マ
時
代
の
両
マ
ウ
リ
タ
ニ
ア
、
す
な
わ
ち
「
マ
ウ
リ
タ
ニ
ア
・
テ
ィ
ン
ジ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ナ
」
と
「
マ
ウ
リ
タ
ニ
ア
・
カ
エ
サ
リ
エ
ン
シ
ス
」
を
分
か
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
新
ゴ
ー
ト
主
義
の
一
解
説
を
補
強
し
た
の
が
「
西
方
十
字
軍
」
の
理
念
で
あ
る
。
教
皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス
ニ
世
（
在
位
一
〇
八
八
～
九
九
年
）
と

パ
ス
カ
リ
ス
二
世
（
在
位
一
〇
九
九
～
一
＝
八
年
）
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
は
そ
の
力
を
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
お
け
る
対
ム
ス
リ
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未征服地分配の言説（合田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
レ
ク
ペ
一
了
レ
リ
づ
了
レ

ム
戦
に
傾
注
せ
よ
、
と
説
き
、
ト
レ
ド
な
ど
の
教
会
あ
る
い
は
教
区
の
「
圓
復
」
、
「
解
放
」
と
い
っ
た
言
葉
を
用
い
て
国
土
回
復
運
動
を

　
　
　
⑪

鼓
舞
し
た
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
国
土
回
復
運
動
の
三
強
の
一
角
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
一
二
～
一
四
世
紀
に
お
け
る
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
・
ア
ラ
ゴ
ン
に
よ
る
未
征

服
地
の
分
配
に
与
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
間
で
は
じ
め
て
文
書
に
よ
っ
て
境
界
の
線
引
き
が
行

わ
れ
た
の
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
レ
コ
ン
キ
ス
タ
を
完
了
さ
せ
て
か
ら
二
〇
年
近
く
経
っ
た
一
二
六
七
年
二
月
一
六
日
、
バ
ダ
ホ
ス
に
お
い
て
で

あ
る
。
バ
ダ
ホ
ス
条
約
の
国
境
は
グ
ア
デ
ィ
ア
ナ
川
を
河
ロ
か
ら
カ
イ
ア
川
と
の
分
岐
点
ま
で
た
ど
り
、
そ
こ
か
ら
カ
イ
ア
川
に
沿
っ
て
バ
レ

ン
シ
ア
・
デ
・
ア
ル
カ
ン
タ
ラ
と
マ
ル
ヴ
ァ
ン
の
間
に
至
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
デ
ィ
ニ
ス
は
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
四
世
治
下
の
カ
ス
テ
ィ
ー
リ

ャ
・
レ
オ
ン
の
政
治
的
混
乱
に
乗
じ
て
、
一
二
九
七
年
九
月
一
二
日
目
ル
カ
ニ
セ
ス
条
約
を
締
結
し
、
リ
バ
・
コ
ア
の
帰
属
な
ど
ポ
ル
ト
ガ
ル

に
有
利
な
条
件
で
国
境
線
が
修
正
さ
れ
た
。
だ
が
、
六
年
前
の
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
・
ア
ラ
ゴ
ン
の
モ
ン
テ
ア
グ
ド
条
約
に
類
す
る
未
征
服
地
分

配
の
取
り
決
め
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
大
航
海
時
代
の
前
夜
、
＝
二
七
三
～
七
四
年
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
間
に
諸
条
約
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

締
結
さ
れ
た
が
、
や
は
り
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
の
彼
方
は
分
割
の
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
一
五
世
紀
の
ア
フ
リ
カ
西
岸
と
大
西
洋
諸
島
に
お
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
進
出
は
、
北
ア
フ
リ
カ
を
分
配
し
た
カ
ス
テ
ィ
ー
リ

ャ
・
ア
ラ
ゴ
ン
の
利
害
に
反
す
る
と
と
も
に
、
後
二
者
が
拠
り
所
と
す
る
圓
復
の
理
念
の
限
界
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
分
界
の
起

源
を
レ
コ
ン
キ
ス
タ
の
分
配
条
約
に
求
め
る
ブ
リ
オ
・
バ
ル
デ
オ
ン
・
バ
ル
ケ
の
見
方
は
長
期
的
展
望
と
し
て
正
し
い
が
、
そ
れ
は
起
源
の
ひ

と
つ
に
過
ぎ
な
い
。
回
復
の
限
界
の
外
で
「
発
見
」
さ
れ
る
未
征
服
領
域
の
分
配
に
お
い
て
は
、
そ
の
領
域
の
征
服
を
正
当
化
し
第
三
国
の
介

入
を
牽
制
す
る
別
の
論
拠
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
教
皇
勅
書
と
い
う
国
際
法
で
あ
っ
た
。
一
三
世
紀
半
ば
の
レ
コ
ン
キ
ス
タ
完
了
か
ら
地
中

海
帝
国
へ
針
路
を
定
め
て
い
た
ア
ラ
ゴ
ン
は
別
と
し
て
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
軋
礫
と
利
害
調
整
が
教
皇
庁
を
巻
き
込
ん
で
、

未
征
服
地
分
配
の
言
説
を
新
し
い
段
階
へ
と
導
く
契
…
機
と
な
る
の
で
あ
る
。
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2
礒
復
か
ら
発
見
へ
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ア
ヴ
ィ
ス
朝
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
国
は
、
一
四
＝
年
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
と
和
約
を
結
ん
で
後
憂
を
除
き
、
一
四
一
五
年
八
月
二
〇
〇
隻
の
大
艦

隊
で
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
の
対
岸
に
位
置
す
る
交
易
拠
点
セ
ウ
タ
を
陥
落
せ
し
め
た
。
教
皇
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
五
趣
は
大
航
海
時
代
の
鏑
矢
と
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

こ
の
セ
ウ
タ
攻
略
を
十
字
軍
と
し
て
追
認
し
た
。
大
西
洋
諸
島
に
も
触
手
が
伸
び
た
。
一
四
～
八
年
以
降
マ
デ
ィ
ラ
諸
島
、
ア
ソ
ー
レ
ス
諸
島
、

ヴ
ェ
ル
デ
岬
諸
島
の
順
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
っ
て
植
民
が
開
始
さ
れ
た
。
以
上
の
三
諸
島
に
つ
い
て
は
領
有
権
を
め
ぐ
る
厳
し
い
議
論
は
生

　
　
　
　
⑭

じ
て
い
な
い
。

　
軋
礫
が
激
し
か
っ
た
の
は
古
来
よ
り
「
幸
福
諸
島
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
カ
ナ
リ
ア
諸
島
で
あ
る
。
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
人
ラ
ン
サ
ロ
ー
テ
・
マ

ロ
チ
ェ
ッ
ロ
は
一
三
一
二
年
頃
カ
ナ
リ
ア
諸
島
を
再
発
見
し
た
。
本
格
的
な
植
民
に
つ
な
が
る
の
は
一
五
世
紀
初
頭
か
ら
で
あ
る
。
カ
ス
テ

ィ
ー
リ
ャ
国
王
エ
ン
リ
ケ
三
世
の
支
援
を
得
た
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
騎
士
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ベ
タ
ン
ク
ー
ル
は
一
四
〇
二
～
〇
五
年
カ
ナ
リ
ア
七

島
の
う
ち
三
島
を
征
服
し
た
。
そ
の
領
有
権
は
一
四
一
八
年
一
～
月
ベ
タ
ン
ク
ー
ル
か
ら
ニ
エ
ブ
ラ
伯
へ
、
さ
ら
に
一
四
三
〇
年
三
月
ニ
エ
ブ

ラ
伯
か
ら
ギ
レ
ン
・
デ
・
ラ
ス
・
カ
サ
ス
へ
と
売
却
さ
れ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
エ
ン
リ
ケ
王
子
は
父
王
ジ
ョ
ア
ン
一
世
の
死
（
一
四
三
三
年
八

月
）
後
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
国
王
フ
ア
ン
ニ
世
に
対
し
て
カ
ナ
リ
ア
諸
島
の
征
服
権
を
懇
請
し
た
が
拒
否
さ
れ
た
た
め
、
教
皇
庁
に
願
い
出
た
。

教
皇
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
四
半
は
い
っ
た
ん
「
異
教
徒
の
」
カ
ナ
リ
ア
諸
島
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
に
与
え
る
、
と
述
べ
た
が
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

こ
れ
に
強
く
抗
議
し
た
た
め
、
～
四
三
六
年
七
月
三
一
日
の
勅
書
∪
切
目
津
。
q
気
早
8
ω
に
お
い
て
、
フ
ア
ン
思
惟
寄
り
に
足
場
を
移
し
た
。

　
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
は
教
皇
庁
の
意
向
を
懸
念
し
な
が
ら
も
、
回
復
を
め
ぐ
る
教
皇
の
権
限
に
関
し
て
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
レ
コ
ン
キ
ス
タ

の
分
配
条
約
に
ロ
ー
マ
教
皇
の
裁
可
が
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
国
王
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
十
一
世
（
在

位
一
三
一
二
～
五
〇
年
）
は
、
西
ゴ
ー
ト
の
継
承
者
と
し
て
西
ゴ
ー
ト
の
支
配
下
に
あ
っ
た
と
い
う
「
テ
ィ
ン
ギ
面
目
ア
」
（
モ
ロ
ッ
コ
）
と
カ
ナ

リ
ア
諸
島
の
領
有
権
を
主
張
し
、
「
異
教
徒
」
の
支
配
者
が
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
立
ち
入
り
を
拒
む
こ
と
が
な
い
限
り
、
ロ
ー
マ
教
皇
に
そ



未征服地分配の言説（合田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
土
地
を
取
り
扱
う
権
原
は
な
い
、
と
述
べ
た
。
そ
の
論
点
の
基
調
は
教
皇
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
四
世
を
翻
意
さ
せ
た
『
ブ
ル
ゴ
ス
司
教
ド
ン
・
ア

ル
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
カ
ル
タ
ヘ
ナ
師
が
バ
ジ
レ
イ
ラ
［
バ
ー
ゼ
ル
］
教
会
会
議
に
お
い
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
抗
し
て
カ
ナ
リ
ア
諸
島
の
征
服
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

つ
い
て
行
っ
た
申
し
立
て
（
｝
四
三
五
年
）
』
で
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
回
復
の
理
念
に
よ
る
限
り
、
カ
ナ
リ
ア
諸
島
を
め
ぐ
る
綱
引
き
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
不
利
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
以
上
の
経
緯
に
お
い
て
す

で
に
そ
の
理
念
の
及
ば
な
い
状
況
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
北
西
ア
フ
リ
カ
か
ら
沿
岸
部
を
南
下
す
る
過
程
で
出
会
っ
た
の
は
、
レ
コ
ン
キ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
対
敵
「
モ
ー
ロ
」
（
マ
ウ
リ
タ
ニ
ア
の
住
人
を
指
す
門
マ
ウ
リ
扁
に
由
来
し
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
進
入
し
て
き
た
ベ
ル
ベ
ル
人
や
ア
ラ
ブ
人
な
ど
の
イ
ス
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ォ

ム
教
徒
と
そ
の
子
孫
た
ち
を
意
味
し
た
）
だ
け
で
は
な
い
。
非
ム
ス
リ
ム
の
「
異
教
徒
」
も
少
な
か
ら
ず
居
住
し
て
い
た
し
、
一
部
の
大
西
洋
諸

島
は
「
発
見
」
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
回
復
と
発
兇
の
境
界
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
金
七
紀
男
（
二
〇
〇
四
年
）
は
、
セ
ウ
タ
攻
略
以
後

に
再
発
見
さ
れ
た
マ
デ
ィ
ラ
諸
島
と
ア
ゾ
レ
ス
諸
島
は
、
カ
ナ
リ
ア
諸
島
や
ナ
ン
岬
ま
で
続
く
地
中
海
世
界
の
範
囲
内
に
あ
り
、
そ
の
限
界
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

難
所
と
さ
れ
た
ポ
ジ
ャ
ド
ル
岬
に
あ
っ
た
、
と
み
て
い
る
。

　
だ
が
、
踏
査
の
実
態
と
地
理
的
認
識
に
お
い
て
画
期
と
な
っ
た
の
は
、
さ
ら
に
南
方
の
大
河
セ
ネ
ガ
ル
へ
の
到
達
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

王
室
年
代
記
家
ア
ズ
ラ
ラ
の
『
ギ
ネ
i
発
見
征
服
誌
（
～
四
五
三
年
頃
）
』
と
～
四
五
五
年
エ
ン
リ
ケ
王
子
の
も
と
で
西
ア
フ
リ
カ
へ
航
海
し
た

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
カ
ダ
モ
ス
ト
の
記
録
に
よ
る
と
、
セ
ネ
ガ
ル
川
は
ナ
イ
ル
川
の
支
流
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
黒
人
の
等
等
ネ
ー
あ
る
い
は
エ
チ

　
　
　
　
　
　
⑳

オ
ピ
ア
が
始
ま
る
。
ア
ズ
ラ
ラ
に
よ
る
と
、
一
四
四
二
年
、
エ
ン
リ
ケ
王
子
は
ア
ン
タ
ン
・
ゴ
ン
サ
ル
ヴ
ェ
ス
を
ギ
ネ
ー
へ
派
遣
す
る
に
あ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
レ
ス
テ
・
ジ
・
ア
ン
⑳

っ
て
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ス
と
司
祭
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
の
国
に
つ
い
て
知
り
た
い
、
と
述
べ
た
。
こ
の
発
言
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
伝
説
の
キ
リ
ス
ト
面

縛
の
探
索
先
が
一
四
世
紀
半
ば
ま
で
に
申
央
ア
ジ
ア
か
ら
エ
チ
オ
ピ
ア
に
移
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
エ
チ
オ
ピ
ア
を
広
範
な
複
数
形
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

「
イ
ン
デ
ィ
ア
ス
」
の
一
部
と
す
る
マ
ル
コ
・
ボ
ー
ロ
以
来
の
見
方
で
あ
る
。

　
十
五
世
紀
半
ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
回
復
の
限
界
を
越
え
イ
ン
デ
ィ
ア
ス
に
近
づ
い
た
と
認
識
し
て
い
た
。
教
皇
ニ
コ
ラ
ウ
ス
五
千
は
勅
書

幻
○
ヨ
き
諺
℃
o
⇔
黙
Φ
×
（
一
四
五
四
年
一
月
八
日
付
）
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
ア
フ
ォ
ン
ソ
五
世
に
与
え
、
「
ポ
ジ
ヤ
ド
ル
岬
・
ナ
ン
岬
か
ら
先
の
ギ
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ネ
ー
全
域
お
よ
び
そ
こ
を
越
え
て
南
端
に
至
る
ま
で
の
陸
地
」
の
征

服
・
領
有
と
通
商
・
航
海
・
漁
業
の
権
利
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
ア
フ

ォ
ン
ソ
五
世
と
そ
の
後
継
者
お
よ
び
エ
ン
リ
ケ
親
王
に
帰
属
す
る
と

宣
言
し
た
。
さ
ら
に
、
教
皇
カ
リ
ス
ト
ゥ
ス
三
世
は
勅
書
H
馨
9

。
器
け
①
鑓
（
一
四
五
六
年
三
月
＝
一
百
付
）
を
発
し
前
勅
書
を
確
認
し
た

う
え
で
、
ギ
ネ
ー
か
ら
「
イ
ン
ド
に
至
る
ま
で
の
」
す
べ
て
の
島
瞑

の
精
神
的
統
治
権
と
聖
職
叙
任
権
を
エ
ン
リ
ケ
王
子
の
キ
リ
ス
ト
騎

　
　
　
　
　
⑬

士
団
に
与
え
た
。
ロ
ー
マ
教
皇
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
か
ら
ペ
テ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ミ
ヌ
ス
コ
　
ト
テ
ィ
ウ
ス
マ
　
オ
ル
ビ
ス

を
経
て
歴
代
教
皇
へ
流
れ
る
「
全
世
界
を
支
配
す
る
者
］
と
し
て
、

キ
リ
ス
ト
教
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
未
踏
の
「
発
見
」
さ
れ
て
い
な

い
土
地
や
圓
復
の
理
念
が
及
ば
な
い
土
地
の
征
服
権
を
特
定
の
君
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
「
贈
与
」
で
き
る
、
と
い
う
認
識
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
分
界
の
直
接
の
起
源
は
こ
の
ふ
た
つ
の
教
皇
勅
書
と
そ
れ
ら
を
二
国
間
の
交
渉
に
よ
っ
て
一
部
修
正
し
た
ア
ル
カ
ソ
ヴ
ァ
ス
条
約
に
あ
る
。

一
四
七
九
年
九
月
四
日
ア
ル
カ
ソ
ヴ
ァ
ス
で
調
印
さ
れ
た
条
約
の
第
八
条
に
よ
る
と
、
カ
ナ
リ
ア
諸
島
を
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
（
カ
ス
テ
ィ
ー
リ

ャ
女
王
イ
サ
ベ
ル
と
ア
ラ
ゴ
ン
国
王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
）
の
ス
ペ
イ
ン
が
、
そ
の
他
の
大
西
洋
諸
島
と
「
カ
ナ
リ
ア
諸
島
か
ら
下
ヘ
ギ
ネ
ア
に
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

て
」
す
で
に
発
見
さ
れ
た
か
、
こ
れ
か
ら
発
見
さ
れ
る
土
地
と
島
喚
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
確
保
し
た
。

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
ジ
ョ
ア
ン
ニ
世
は
、
こ
の
ア
ル
カ
ソ
ヴ
ァ
ス
条
約
の
追
認
と
先
行
勅
書
類
の
確
認
の
た
め
に
教
皇
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
四
世
か

ら
勅
章
Φ
霞
奮
（
面
杢
年
立
二
百
付
）
を
引
き
出
す
嫡
目
標
を
イ
ン
ド
に
設
定
し
・
デ
・
オ
ゴ
・
カ
ン
の
二
回
の
航
海
（
一

四
八
二
～
八
四
年
、
八
五
～
八
七
年
）
で
ア
フ
リ
カ
西
岸
の
踏
査
を
加
速
さ
せ
た
。
カ
ン
が
航
海
の
報
奨
と
し
て
国
王
か
ら
授
か
っ
た
紋
章
に
は
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四
本
の
柱
が
描
か
れ
て
い
る
〔
図
！
〕
。
十
字
架
の
つ
い
た
下
の
二
本
は
カ
ン
が
コ
ン
ゴ
川
の
河
口
部
に
建
て
た
「
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
の

パ
ド
ラ
ン

石
柱
碑
」
を
模
っ
て
い
る
が
、
上
の
倒
れ
か
け
た
二
本
の
柱
は
「
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
柱
」
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
年
代
記
家
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・

バ
ロ
ス
（
一
五
五
五
年
）
は
、
か
つ
て
世
界
の
果
て
を
画
し
た
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
柱
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
の
発
見
の
石
柱
碑
に
よ
っ
て
乗
り
越
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
れ
た
、
と
誇
ら
し
げ
に
述
べ
て
い
る
。
一
四
八
七
～
八
八
年
、
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
・
デ
ィ
ア
ス
は
喜
望
峰
を
回
航
し
て
つ
い
に
イ
ン
ド
洋
に
乗

り
入
れ
パ
ド
ロ
ー
ネ
岬
に
発
見
の
石
柱
碑
を
建
て
た
。
こ
の
時
点
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
未
征
服
地
分
配
に
お
い
て
圧
倒
的
優
位
を
え
て
い
た
。
こ

の
状
況
に
｝
石
を
投
じ
分
界
成
立
の
次
の
局
面
を
開
い
た
の
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
で
あ
る
。

未征服地分配の言説（合田）

3

教
皇
分
界
と
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約

　
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
第
｝
回
航
海
の
帰
路
「
荒
天
の
た
め
や
む
な
く
」
ア
ゾ
レ
ス
諸
島
を
経
由
し
て
一
四
九
三
年
三
月
四
日
に
リ
ス
ボ
ン
に
帰
着
、

三
月
九
日
に
リ
ス
ボ
ン
郊
外
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
パ
ラ
イ
ソ
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
ジ
ョ
ア
ン
病
毒
と
会
見
し
た
。
『
航
海
日
誌
』
に
よ
る
と
、
ジ
ョ

ア
ン
ニ
世
は
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
と
自
分
と
の
間
で
結
ば
れ
た
「
協
定
に
よ
れ
ば
、
こ
の
た
び
の
［
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
る
］
征
服
［
の
領
域
］
は
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

分
に
帰
属
す
る
と
認
識
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
提
督
［
コ
ロ
ン
ブ
ス
］
は
そ
の
よ
う
な
協
定
は
目
に
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
応
え
た
。
ジ
ョ
ア

ン
ニ
世
が
言
及
し
た
協
定
は
ア
ル
カ
ソ
ヴ
ァ
ス
条
約
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
国
王
は
好
機
と
見
て
教
皇
庁
に
働
き
か
け
た
。
～
四
九
三
年
五
～
九
月
、
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
は
ス
ペ
イ
ン
（
カ
ス
テ

ィ
ー
リ
ャ
）
に
向
け
て
五
通
の
勅
書
を
発
布
し
た
。
史
家
ガ
ル
シ
ア
・
ガ
リ
ョ
（
一
九
五
八
年
）
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
の
勅
書
五
通
の
う

ち
最
初
の
三
通
は
そ
れ
以
前
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
与
え
ら
れ
た
教
皇
勅
書
三
通
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
た
、
と
み
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ポ
ル
ト
ガ
ル

に
与
え
ら
れ
た
幻
。
ヨ
碧
蕊
℃
8
臣
Φ
×
（
一
四
五
四
年
一
月
八
日
付
）
は
「
贈
与
」
の
勅
書
、
H
艮
2
0
器
け
2
p
（
～
四
五
六
年
三
月
一
三
日
付
）
は

「
特
権
」
の
勅
書
、
》
簿
興
巳
お
σ
q
δ
（
一
四
八
一
年
六
月
二
～
日
付
）
は
分
界
の
勅
書
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
。
こ
れ
に
対
応
し
て
ス
ペ
イ
ン
に

与
え
ら
れ
た
一
四
九
三
年
五
月
三
日
付
の
H
纂
2
＄
曾
Φ
鑓
が
「
贈
与
」
の
勅
書
、
同
五
月
三
日
付
の
日
量
青
苧
畠
①
＜
。
θ
δ
駄
ω
が
「
特
権
」
の

10ユ （ユ01）



　　　　1、、＿ ④　　　②

D

「

；
融
1

　∠▼?
！
’
　
　
・

lIアソーレス

　　’

@1@！
@’
m
！

・脚1

粋
・
・
　
マ
デ
ィ
ラ
　
　
’
画
u
．
　
　
　
o
L

　　　　’
C　　一　　、

@　、　　1
，カナリ㍗・

　　　　》Nーバ

　
　
　
　
　
③
し

370レグア

．
、．．

A　ヴェルデ

?
甲
・
・
島
1
ド
、
1
」
’
：
』

1　　　　　　　　　　　　、
m　　　　　　　　＼L： 1　①
’
～
、

1＼｝　　　　1

1
1

①、アルカソヴァス条約のポルトガル領（1479年9月4日）

②教皇勅書の分界線（1493年5月4日）

③ジョァンニ世の提案（1493年8月14日）

④トルデシリャス条約の分界線（1494年6月7日）

　　　　　〔図2〕デマルカシオン設定の経過

勅
書
、
五
月
四
日
付
の
H
三
臼
。
器
け
Φ
富
が
分
界
の
勅
書
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
性
格
を
持
つ
、
と
。

　
発
見
と
征
服
の
権
原
に
関
し
て
ス
ペ
イ
ン
は
一
回
の
航
海
で

ポ
ル
ト
ガ
ル
に
追
い
つ
い
た
の
で
あ
る
。
ア
ソ
ー
レ
ス
諸
島
と

ヴ
ェ
ル
デ
岬
諸
島
を
結
ぶ
線
（
た
だ
し
両
諸
島
は
同
一
子
午
線
上
に

位
置
し
な
い
）
か
ら
西
一
〇
〇
レ
グ
ア
の
大
洋
上
に
分
界
の
子
午

線
が
引
か
れ
、
ス
ペ
イ
ン
は
そ
の
「
西
お
よ
び
南
」
側
の
領
域

を
獲
得
し
た
。
教
皇
分
界
線
の
設
定
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
関
与
し

　
　
　
　
　
　
⑳

た
可
能
性
は
高
い
。
こ
れ
を
不
満
と
す
る
ジ
ョ
ア
ン
ニ
世
は
、

八
月
一
四
日
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
に
覚
え
書
き
を
提
出
し
、
ア
ル

カ
ソ
ヴ
ァ
ス
条
約
を
盾
に
と
っ
て
東
西
軸
の
分
界
を
主
張
し
た
。

カ
ナ
リ
ア
諸
島
の
緯
度
で
東
西
に
分
界
線
を
引
き
、
南
を
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
、
北
を
ス
ペ
イ
ン
の
領
分
と
し
よ
う
、
と
。
カ
ト
リ

ッ
ク
両
王
は
一
四
九
三
年
一
一
月
三
日
付
の
書
簡
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
⑳

こ
れ
を
拒
否
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
両
国
は
交
渉
を
継
続
し
、
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
に
お
い
て
起
点
を
ヴ
ェ
ル
デ
岬
諸
島
の
み
と
し
た

う
え
で
南
北
軸
の
分
界
線
を
さ
ら
に
西
に
二
七
〇
レ
グ
ア
移
動
す
る
こ
と
で
同
意
に
達
し
た
。
ヘ
二
二
モ
・
デ
・
ス
リ
タ
の
年
代
記
に
よ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

両
王
権
は
大
洋
を
縦
に
等
分
割
す
る
と
い
う
た
て
ま
え
に
よ
っ
て
妥
協
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
（
図
2
参
照
）
。
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
は
一
五

〇
六
年
一
月
二
四
日
、
教
皇
ユ
リ
ウ
ス
ニ
世
の
勅
書
国
p
O
舞
Φ
に
よ
っ
て
認
可
を
う
け
た
。

　
注
意
を
要
す
る
の
は
、
少
な
く
と
も
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
締
結
の
時
点
ま
で
の
分
界
は
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
「
二
等
分
割
」
を
意
味
す
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来征服地分配の言説（合田）

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
に
分
界
の
子
午
線
は
地
球
の
反
対
側
に
お
よ
ぶ
と
い
う
条
文
は
な
い
。

初
期
の
分
界
は
い
わ
ば
仕
切
り
直
し
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
妥
協
は
一
見
し
て
ス
ペ
イ
ン
の
譲
歩
で
あ
る
。
事
実
、
ブ

ラ
ジ
ル
獲
得
に
引
き
つ
け
て
、
現
代
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
歴
史
教
育
・
研
究
の
世
界
に
は
、
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
を
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
外
交
の
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

利
」
と
み
な
す
風
潮
が
根
強
い
。
な
ぜ
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
は
教
皇
分
界
に
固
執
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ス
ペ
イ
ン
史
家
ト
ゥ
デ
ラ
・
イ
・
ブ
エ
ソ
（
一
九
七
三
年
）
は
両
国
を
合
意
に
導
い
た
背
景
と
し
て
国
際
政
治
に
お
け
る
ア
ラ
ゴ
ン
の
立
場

お
よ
び
イ
ベ
リ
ア
の
「
同
胞
」
と
し
て
の
意
識
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
（
ス
ペ
イ
ン
）
王
室
は
例
外

的
に
良
好
な
関
係
を
保
持
し
、
婚
姻
を
密
に
重
ね
て
い
た
。
加
え
て
、
深
刻
化
の
一
途
を
た
ど
る
イ
タ
リ
ア
問
題
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
陣
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
取
り
込
ま
れ
ま
い
と
す
る
ア
ラ
ゴ
ン
王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
の
配
慮
が
働
い
て
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
ト
ゥ
デ
ラ
・
イ
・
ブ
エ
ソ
の
指
摘
は
分
界
の
枠
組
が
維
持
さ
れ
た
背
景
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
第
三
国
を
排
除
し
二
国
間
の
み
で
独

占
的
に
分
配
を
は
か
る
こ
と
が
分
界
の
本
義
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
を
ス
ペ
イ
ン
の
譲
歩
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
勝
利
と
す
る
見
方
は
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
未
征
服
地
分
配
の
地
政
学
的
言
説
と
し
て
分
界
を
と
ら
え
た
場
合
、
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約

締
結
か
ら
二
〇
年
間
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
条
件
に
お
い
て
ス
ペ
イ
ン
に
後
れ
を
と
っ
て
い
た
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
前
提

と
し
て
分
界
の
教
皇
勅
書
と
二
国
間
条
約
の
関
係
を
整
理
し
て
お
く
。

　
通
説
に
よ
る
と
、
㏄
五
世
紀
半
ば
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
与
え
ら
れ
た
勅
書
群
の
内
容
が
一
四
七
九
年
ア
ル
カ
ソ
ヴ
ァ
ス
条
約
に
よ
っ
て
修
正
さ

れ
た
の
と
同
様
に
、
ス
ペ
イ
ン
に
与
え
ら
れ
た
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
勅
書
群
の
内
容
は
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
。
こ
の
時

点
で
発
見
・
征
服
予
定
領
域
の
分
界
が
成
立
し
た
、
と
。

　
だ
が
、
私
見
に
よ
る
と
、
両
国
は
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
に
よ
っ
て
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
勅
書
群
を
乗
り
越
え
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が

獲
得
し
た
勅
書
類
の
う
え
に
立
ち
つ
つ
教
皇
分
界
線
を
移
動
さ
せ
る
と
い
う
一
点
に
お
い
て
妥
協
を
は
か
っ
た
の
で
あ
り
、
勅
書
類
を
比
較
照

合
す
る
と
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
設
定
は
一
方
的
に
ス
ペ
イ
ン
有
利
と
な
っ
て
い
た
。
ス
ペ
イ
ン
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
一
四
九
三
年
九
月
二
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六
日
付
の
勅
書
∪
¢
曇
霞
ω
5
巳
伍
Φ
ヨ
で
あ
る
。
こ
の
勅
書
は
同
年
五
月
付
で
発
布
さ
れ
た
他
の
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
勅
書
群
の
内
容
を
大
き
く

一
歩
進
め
、
西
方
へ
の
航
海
で
「
発
見
」
さ
れ
る
土
地
（
お
よ
び
航
海
・
交
易
・
漁
業
）
の
権
利
は
そ
れ
が
「
東
方
」
で
あ
ろ
う
と
「
イ
ン
ド
」

に
属
そ
う
と
も
ス
ペ
イ
ン
国
王
の
も
の
で
あ
る
と
定
め
、
さ
ら
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
与
え
ら
れ
た
勅
書
を
破
棄
し
て
、
す
で
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ

っ
て
「
発
見
」
さ
れ
た
土
地
で
も
未
だ
実
効
的
占
有
に
い
た
っ
て
い
な
い
場
合
は
ス
ペ
イ
ン
国
王
に
そ
れ
を
支
配
す
る
権
限
を
付
与
し
て
い
る
。

ふ
た
つ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
均
衡
し
て
い
な
か
っ
た
。
未
征
服
地
分
配
の
大
枠
に
お
い
て
優
位
に
立
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
ス
ペ
イ
ン
は
分
界

線
の
移
動
に
応
じ
た
の
で
あ
る
。

　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
不
均
衡
が
是
正
さ
れ
る
の
は
二
〇
年
後
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
マ
ヌ
エ
ル
は
～
五
一
三
年
六
月
六
日
付
の
書
簡
で
教

皇
レ
オ
一
〇
世
に
マ
ラ
ッ
カ
占
領
（
一
五
一
一
年
）
を
報
告
し
、
翌
年
春
恭
順
使
節
団
を
派
遣
し
た
。
レ
オ
一
〇
世
は
こ
れ
に
応
え
て
勅
書

勺
舜
①
。
Φ
H
ω
器
餌
Φ
＜
o
鼠
。
蝕
ω
（
一
五
一
四
年
＝
月
三
日
）
を
発
布
し
た
。
こ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
が
得
た
勅
書
∪
β
曾
日
ω
5
巳
侮
①
津
に
対
応
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
大
西
洋
の
分
界
線
か
ら
東
へ
向
け
て
無
限
の
「
発
見
」
と
「
先
占
」
の
権
利
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
時
点
で
ふ
た
つ
の
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
の
条
件
は
対
等
と
な
っ
た
。
世
界
が
球
体
で
あ
る
か
ら
に
は
（
サ
ク
ロ
ボ
ス
コ
の
『
天
球
論
』
な
ど
の
中
世
天
地
学
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い

て
も
『
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
手
引
き
臨
な
ど
の
｝
六
世
紀
初
頭
の
航
海
術
書
に
も
世
界
が
球
体
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
記
載
さ
れ
て
い
た
）
、
漸
進
す
る
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
は
い
ず
れ
ど
こ
か
で
も
う
ひ
と
つ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
ぶ
つ
か
り
、
ふ
た
つ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
同
時
に
消
滅
す
る
。
消
滅
の
地
点
は
両
者

の
「
発
見
」
と
「
先
占
」
の
速
度
し
だ
い
で
あ
る
。

　
以
上
の
経
緯
で
注
目
す
べ
き
は
、
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
に
規
定
さ
れ
た
線
引
き
の
実
施
が
棚
上
げ
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
分
界
線
は
仮

想
の
存
在
で
あ
っ
た
。
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
条
文
の
不
備
と
技
術
的
難
点
を
指
摘
す
る
研
究
も
あ
る
が
、
当
時
の
技
術
水
準

で
あ
っ
て
も
両
国
間
の
政
治
的
合
意
に
基
づ
い
て
執
行
す
る
こ
と
は
充
分
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
ラ
グ
ア
ル
ダ
・
ト
リ
ア
ス
（
～
九
七
五
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
見
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
十
六
世
紀
の
両
国
で
作
成
さ
れ
た
地
図
類
に
分
界
線
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
証
拠
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
分
界
線
の
位
置
づ
け
は
両
国
の
利
害
を
反
映
し
て
多
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
M
・
ジ
ュ
ス
ト
・
ゲ
デ
ス
（
一
九
九
五
年
）
は
、
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す
で
に
一
五
一
〇
年
代
前
半
の
両
国
は
分
界
線
が
ア
マ
ゾ
ン
河
口
の
西
と
カ
ナ
ネ
イ
ア
の
二
地
点
で
南
米
沿
岸
と
交
差
す
る
と
い
う
認
識
を
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

有
し
て
い
た
、
と
み
て
い
る
。
ゲ
デ
ス
が
指
摘
す
る
二
地
点
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、
カ
ナ
ネ
イ
ア
に
関
し
て
は
留
保
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
デ
イ
オ
ゴ
・
リ
ベ
イ
ロ
諸
書
（
一
五
二
五
～
三
二
年
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
マ
ゾ
ン
河
口
付
近
で
分
界
線
が
赤
道
と
交
差
す
る
地
図
は

少
な
く
な
い
。
赤
道
で
分
界
線
が
代
替
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
境
界
の
あ
り
か
は
判
別
し
や
す
い
。
そ
れ
で
も
線
引
き
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
維

持
さ
れ
た
の
は
、
十
六
世
紀
段
階
で
南
米
の
領
有
問
題
が
先
鋭
化
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
地
球
の
反
対
側
の
線
引
き
が
両
国
に
お
い
て
焦
贋
の

関
心
の
的
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
論
議
は
た
ん
に
軋
礫
を
意
味
し
た
の
で
は
な
く
、
排
他
的
分
配
の
枠
組
み
を
誇
示
す

る
ね
ら
い
を
秘
め
て
い
た
。
以
下
、
「
モ
ル
ッ
カ
問
題
」
で
係
争
申
の
両
国
間
で
、
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
二
等
分
割
を
主
張
す
る
新
た
な
分

界
解
釈
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
近
世
を
通
じ
て
共
有
さ
れ
た
事
実
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

未征服地分醗の言説（合田）
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地
球
を
山
分
け
す
る
こ
と

未征服地一望の言説（合田）

1
　
対
躁
分
界
の
理
念

　
ガ
マ
以
降
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
「
発
見
」
事
業
の
急
速
な
進
展
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
分
界

解
釈
を
惹
起
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、
分
界
線
は
地
球
の
反
対
側
に
お
よ
ぶ
「
子
午
環
」
で
あ
っ
て
こ
の
子
午
環
に
よ
っ
て
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界
は

あ
ら
か
じ
め
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
間
で
二
等
分
割
さ
れ
て
い
た
、
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
以
後
「
対
踪
分
界
」
の
解
釈
と
呼

ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
対
踪
分
界
観
が
公
文
書
類
に
お
い
て
初
め
て
表
明
さ
れ
た
の
は
、
～
五
一
二
年
三
月
二
七
日
、
ア
ラ
ゴ
ン
国
王
で
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
摂
政
の

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
在
世
が
セ
ビ
リ
ア
通
商
肉
付
の
航
海
士
総
監
フ
ア
ン
・
デ
ィ
ア
ス
・
デ
・
ソ
リ
ス
と
結
ん
だ
（
が
実
現
し
な
か
っ
た
）
航
海
の
協

約
に
お
い
て
で
あ
る
。
協
約
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
使
ヴ
ァ
ス
コ
ン
セ
ロ
ス
の
報
告
（
八
月
三
〇
日
）
に
よ
る
と
、
対
脈
分
界
線
は
セ
イ
ロ
ン
島
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

通
っ
て
お
り
、
目
的
地
の
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
み
な
ら
ず
マ
ラ
ッ
カ
ま
で
も
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
の
分
界
内
で
あ
る
、
と
ソ
リ
ス
は
確
信
し
て
い
た
。

　
当
時
の
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
甘
煮
分
界
観
が
歯
剥
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
例
証
す
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
ス
ペ
イ
ン
人
天
地
学
者
マ
ル
チ
ィ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
デ
・
エ
ン
シ
ソ
に
よ
る
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
語
の
刊
本
噸
地
理
学
大
全
（
セ
ビ
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リ
ア
、
一
五
一
九
年
）
』
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
神
学
者
ペ
ド
ロ
・
マ
ル
ガ
ー
リ
ョ
に
よ
る
ラ
テ
ン
語
の
刊
本
『
自
然
学
摘
要
（
サ
ラ
マ
ン
カ
、
　
五
二
〇

年
）
嚇
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
航
海
士
ア
ン
ド
レ
・
ピ
レ
シ
ュ
に
よ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
手
稿
『
海
事
書
』
の
三
著
に
共
通
し
て
と
り
こ
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
大
西
洋
の
分
界
線
は
マ
ラ
ニ
ョ
ン
T
ア
マ
ゾ
ン
］
川
と
淡
水
の
海
［
睦
バ
リ
ア
湾
］
の
間
で
南
米
と
交
差
し
、
対
縢
分
界
線
は
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ン
ヘ
ス
［
1
ー
ガ
ン
ジ
ス
］
の
河
口
を
貫
く
。

　
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
カ
ナ
リ
ア
諸
島
か
ら
東
に
ガ
ン
ジ
ス
河
口
ま
で
一
五
〇
度
と
す
る
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
図
の
東
西
枠
を
踏
襲
し
た
う
え
で
、

カ
ナ
リ
ア
諸
島
と
分
界
線
の
経
度
差
を
三
〇
度
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
球
の
外
周
見
積
も
り
に
直
結
す
る
経
度
一
度
あ
た
り
の
距
離
は
一
六

レ
グ
ア
三
分
の
二
と
い
う
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
・
デ
ィ
ア
ス
ら
航
海
者
に
用
い
ら
れ
て
い
た
数
値
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
二
値
よ
り
一
五
パ
ー

セ
ン
ト
過
少
の
見
積
も
り
で
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
二
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
過
少
よ
り
大
幅
に
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
小
さ
な
地
球
観
は
保

　
　
　
　
　
③

持
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
地
理
観
と
対
臆
分
界
の
解
釈
は
未
征
服
の
ア
ジ
ア
分
配
に
お
い
て
ス
ペ
イ
ン
に
有
利
で
あ
る
。
中
米
地
峡
に
お
け
る
黄
金
・
真
珠
伝
説

お
よ
び
バ
ル
ボ
ア
に
よ
る
「
南
海
」
の
発
見
（
一
五
一
三
年
）
と
相
ま
っ
て
、
再
び
ス
ペ
イ
ン
に
西
回
り
ア
ジ
ア
航
路
開
設
の
…
機
運
が
も
た
ら

さ
れ
た
。
だ
が
、
二
等
分
割
の
分
界
解
釈
は
そ
れ
ま
で
の
二
国
間
に
お
け
る
公
文
書
類
に
お
い
て
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
一
五
一
二
年
モ
ル
ッ

カ
諸
島
に
到
達
し
ア
ジ
ア
の
「
発
見
」
と
「
先
占
」
で
優
位
に
立
つ
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
五
～
四
年
ま
で
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の

条
件
を
ス
ペ
イ
ン
と
対
等
な
も
の
と
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
外
交
的
に
こ
の
解
釈
を
拒
否
す
る
余
地
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
二
等
分
割
の
解

釈
を
両
国
の
合
意
事
項
と
す
る
流
れ
を
つ
く
っ
た
の
は
マ
ゼ
ラ
ン
隊
の
航
海
（
一
五
一
九
～
二
二
年
）
で
あ
っ
た
。
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2
　
マ
ゼ
ラ
ン
の
航
海

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
下
級
貴
族
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
デ
・
マ
ゼ
ラ
ン
（
マ
ガ
リ
ャ
ン
イ
シ
ュ
）
は
一
五
〇
五
年
以
降
イ
ン
ド
領
と
モ
ロ
ッ
コ
で
軍
人
と
し

て
勤
務
し
た
が
厚
遇
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
学
者
ル
イ
・
フ
ァ
レ
イ
ロ
と
語
ら
っ
て
企
画
を
温
め
、
数
人
の
航
海
士
を
伴
っ
て
一
五
～
七
年
一
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○
～
一
二
月
セ
ビ
リ
ア
に
移
っ
た
。
翌
年
三
月
二
二
日
マ
ゼ
ラ
ン
と
フ
ァ
レ
イ
ロ
は
ス
ペ
イ
ン
国
王
カ
ル
ロ
ス
一
世
と
西
回
り
で
香
料
諸
島
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

め
ざ
す
航
海
の
協
約
を
結
ん
だ
。
彼
ら
の
背
中
を
押
し
た
の
は
初
め
て
モ
ル
ッ
カ
諸
島
に
到
達
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
セ
ラ
ン
か
ら
の
書
簡
で

あ
り
、
短
期
間
で
協
約
締
結
に
こ
ぎ
つ
け
た
背
景
に
は
、
フ
ォ
ン
セ
カ
司
教
や
ク
リ
ス
ト
バ
ル
・
デ
・
ア
ロ
ら
ブ
ル
ゴ
ス
派
政
商
の
根
回
し
と

財
務
的
貢
献
が
あ
っ
た
。

　
航
海
の
協
約
で
は
分
界
の
遵
守
が
再
三
に
わ
た
っ
て
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
史
家
D
・
ラ
モ
ス
・
ペ
レ
ス
（
～
九
七
五
年
）
は
、
マ
ゼ
ラ
ン
と

フ
ァ
レ
イ
ロ
は
一
五
一
二
～
一
入
年
に
定
着
し
た
ス
ペ
イ
ン
有
利
の
対
踪
分
界
観
に
便
乗
し
た
形
で
西
回
り
航
海
の
利
点
を
説
い
た
、
と
見
て

　
⑤
い
る
。
た
し
か
に
、
国
王
秘
書
官
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ー
ノ
・
ト
ラ
ン
シ
ル
バ
ー
ノ
の
書
簡
（
一
五
二
二
年
一
〇
月
二
四
日
）
に
よ
る
と
、
マ
ゼ
ラ
ン

航
海
の
前
夜
、
シ
ナ
の
海
湾
や
モ
ル
ッ
カ
諸
島
が
ス
ペ
イ
ン
の
分
界
内
に
あ
る
こ
と
は
「
き
わ
め
て
確
か
な
こ
と
と
し
て
認
め
ら
れ
噂
さ
れ
て

　
⑥
い
た
。
」

　
し
か
し
、
マ
ゼ
ラ
ン
は
必
ず
し
も
ス
ペ
イ
ン
有
利
と
は
言
い
切
れ
な
い
地
理
観
を
も
っ
て
い
た
た
め
、
状
況
に
応
じ
て
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界

の
二
等
分
割
の
分
界
解
釈
と
東
西
へ
漸
進
す
る
ふ
た
つ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
解
釈
と
を
使
い
分
け
る
「
分
界
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
と
ら

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。
以
下
、
フ
ァ
レ
イ
ロ
手
引
書
の
分
析
お
よ
び
フ
ァ
レ
イ
ロ
排
除
の
経
緯
、
『
マ
ゼ
ラ
ン
覚
え
書

き
』
や
航
跡
の
分
析
な
ど
か
ら
、
こ
の
仮
説
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
一
五
一
九
年
五
月
八
日
の
国
王
訓
令
で
は
、
「
発
見
し
地
の
地
理
座
標
（
緯
度
と
経
度
）
を
測
定
せ
よ
、
と
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
経
度
の
測
定

は
当
時
に
お
い
て
き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
異
例
の
共
同
総
罰
令
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
学
者
フ
ァ
レ
イ
ロ
の
主
た
る
役
目
で
あ
っ
た
。

海
事
史
家
A
・
テ
イ
シ
ェ
イ
ラ
・
ダ
・
モ
タ
（
一
九
八
六
年
）
は
、
イ
ン
デ
イ
ア
ス
文
書
館
所
蔵
の
一
六
世
前
半
の
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
語
手
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

「
東
西
高
度
の
算
出
法
」
が
ル
イ
・
フ
ァ
レ
イ
ロ
に
よ
る
経
度
測
定
の
た
め
の
手
引
書
の
写
本
な
い
し
抜
粋
で
あ
る
、
と
推
定
し
た
。
手
引
書

の
中
で
天
文
学
的
手
法
よ
り
簡
便
な
方
法
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
偏
角
経
度
法
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
偏
角
」
（
羅
針
盤
の
針
が
指
す

地
磁
気
の
北
極
と
地
理
上
の
北
極
の
ズ
レ
）
の
変
化
が
経
度
の
変
化
に
相
応
す
る
と
い
う
（
誤
っ
た
）
仮
説
に
基
づ
い
て
、
偏
角
を
測
定
し
船
位
の
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経
度
を
割
り
だ
す
方
法
で
あ
る
。
協
約
成
立
の
頃
、
こ
の
フ
ァ
レ
イ
ロ
の
知
識
に
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。

　
だ
が
、
協
約
か
ら
一
年
数
ヶ
月
を
経
た
一
五
一
九
年
夏
ま
で
に
状
況
が
変
わ
っ
た
。
国
王
は
七
月
一
六
日
付
の
通
商
直
島
の
書
簡
で
、
フ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

レ
イ
ロ
は
マ
ゼ
ラ
ン
の
遠
征
に
同
行
せ
ず
後
続
遠
征
隊
を
準
備
せ
よ
、
と
命
じ
た
。
共
同
総
司
令
官
フ
ァ
レ
イ
ロ
は
「
精
神
異
常
」
の
口
実
で

解
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ゴ
ス
派
に
よ
る
幹
部
人
事
の
掌
握
と
い
っ
た
政
治
的
理
由
と
は
別
に
、
フ
ァ
レ
イ
ロ
の
手
法
へ
の
信
頼
が
低
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
て
い
た
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
フ
ァ
レ
イ
ロ
の
手
引
書
は
事
前
に
接
収
さ
れ
て
い
た
が
、
航
海
士
ら
は
そ
の
運
用
を
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
技
術
面
で
フ
ァ
レ
イ
ロ
の
役
目
を
引
き
継
い
だ
ア
ン
ド
レ
ス
・
デ
・
サ
ン
・
マ
ル
チ
ィ
ン
は
、
手
引
書
の
内
容
と
天
文
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

を
修
正
し
た
う
え
で
、
南
米
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
計
八
回
の
経
度
測
定
を
す
べ
て
天
文
学
的
方
法
で
行
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
地
理
的
認
識
に
お
い
て
も
マ
ゼ
ラ
ン
と
フ
ァ
レ
イ
ロ
の
間
に
は
落
差
が
あ
る
。
フ
ァ
レ
イ
ロ
の
手
引
書
第
二
四
節
の
末
尾
と
第
二
六
～
二
九

節
は
、
海
峡
通
過
後
ま
も
な
く
策
ア
ジ
ア
大
半
島
と
黄
金
半
島
が
形
成
す
る
「
大
湾
」
に
入
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
広
大
な
海
洋
の
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
航
海
の
長
期
化
は
ま
っ
た
く
想
定
し
て
い
な
い
が
、
一
五
～
九
年
九
月
頃
国
王
に
提
出
さ
れ
た
『
マ
ゼ
ラ
ン
覚
え
書
き
』
を
み
る
と
、
マ
ゼ

ラ
ン
は
東
回
り
の
喜
望
峰
航
路
を
経
度
で
三
七
度
半
も
上
眠
る
長
大
な
西
團
り
航
海
を
出
帆
前
か
ら
覚
悟
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
冒

頭
で
マ
ゼ
ラ
ン
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
が
モ
ル
ッ
カ
諸
島
は
そ
の
分
界
内
に
あ
る
と
主
張
す
る
た
め
に
航
程
を
「
短
縮
」
す
る
よ
う
命
じ
た
か

も
し
れ
な
い
、
と
い
う
疑
念
を
表
明
し
た
う
え
で
、
以
下
の
よ
う
に
六
つ
の
重
要
地
点
の
地
理
的
座
標
を
分
界
線
と
の
関
係
で
位
置
づ
け
て
い

る
。

　
　
ヴ
ェ
ル
デ
岬
諸
島
西
端
の
サ
ン
ト
・
ア
ン
ト
ニ
オ
島
（
北
緯
～
七
度
）
か
ら
西
へ
三
七
〇
レ
グ
ア
ニ
ニ
度
に
分
界
線
。
ブ
ラ
ジ
ル
東
端
の
サ
ン
ト
・
ア
グ

　
　
　
ス
テ
イ
ン
岬
（
南
緯
八
度
）
は
分
界
線
か
ら
東
へ
二
〇
度
。
ブ
ラ
ジ
ル
沿
岸
に
お
け
る
既
知
の
限
界
点
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
岬
（
南
緯
三
五
度
）
は
サ
ン

　
　
ト
・
ア
ン
ト
ニ
オ
島
か
ら
顯
へ
六
度
四
分
の
～
。
喜
望
峰
は
分
界
線
か
ら
東
へ
七
五
度
で
南
緯
三
五
度
。
喜
望
峰
か
ら
東
北
東
の
針
路
で
六
〇
〇
レ
グ
ア

　
　
　
の
航
程
の
先
、
北
緯
一
度
に
マ
ラ
ッ
カ
。
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
東
へ
一
七
度
半
で
対
蹟
分
界
線
に
至
る
。
マ
ル
コ
五
島
は
い
ず
れ
も
赤
道
付
近
で
、
対
踪
分
界

IIO （王ユ0）
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⑬

　
　
線
か
ら
東
へ
二
度
半
～
四
度
の
間
に
あ
る
。

　
モ
ル
ッ
カ
諸
島
は
か
ろ
う
じ
て
ス
ペ
イ
ン
分
界
内
に
お
か
れ
て
い
る
が
、
マ
ラ
ッ
カ
を
取
り
こ
ぼ
し
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
喧
伝
し
た
ア
ジ
ア
へ

至
る
短
い
西
回
り
航
路
の
魅
力
を
大
き
く
削
ぎ
落
と
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
典
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
ペ
ド
ロ
・

レ
イ
ネ
ル
と
そ
の
息
子
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
が
セ
ビ
リ
ア
で
作
成
し
た
と
推
測
さ
れ
て
・
い
る
一
五
一
九
年
頃
の
世
界
図
、
通
称
「
タ
ン
ス
ト
マ
ソ
W
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ハ
ウ
プ
ト
コ
ン
ゼ
ル
バ
ト
リ
ウ
ム
・
デ
ア
・
ア
ル
メ
ー
所
蔵
、
第
二
次
大
戦
中
に
消
失
）
は
モ
ル
ッ
カ
諸
島
と
馬
蹄
分
界
線
の
位
置
関

係
に
つ
い
て
『
マ
ゼ
ラ
ン
覚
え
書
』
と
酷
似
し
て
い
る
。

　
以
下
は
分
界
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
関
す
る
私
の
推
測
で
あ
る
。
マ
ゼ
ラ
ン
と
フ
ァ
レ
イ
ロ
は
対
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
性
格
の
異

な
る
二
種
の
知
識
を
別
々
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
と
し
て
用
意
し
て
い
た
。
マ
ゼ
ラ
ン
は
経
度
よ
り
信
頼
性
の
高
い
緯
度
の
知
識
と

経
験
を
も
っ
て
具
体
的
な
地
名
と
そ
の
産
物
を
示
し
、
フ
ァ
レ
イ
ロ
は
経
度
の
認
識
と
偏
角
経
度
法
を
提
示
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
協
約
締
結
か

ら
出
帆
ま
で
の
お
よ
そ
一
年
半
の
問
の
あ
る
時
点
で
、
マ
ゼ
ラ
ン
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
地
図
作
製
者
た
ち
と
の
接
触
か
ら
『
マ
ゼ
ラ
ン
覚
え
書
』

に
示
さ
れ
た
よ
う
な
東
西
距
離
の
積
算
に
よ
る
新
た
な
分
界
認
識
を
入
手
し
、
フ
ァ
レ
イ
ロ
手
引
き
の
経
度
法
と
地
理
に
疑
念
を
覚
え
る
に
至

っ
た
。
協
約
締
結
後
の
変
化
は
企
画
の
信
頼
を
損
ね
る
懸
念
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
経
度
担
当
の
フ
ァ
レ
イ
ロ
に
責
任
を
転
嫁
し
て
切
り
捨
て
、

ブ
ル
ゴ
ス
派
幹
部
の
登
用
を
許
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
経
度
測
定
が
ス
ペ
イ
ン
有
利
の
対
語
分
界
観
を
突
き
崩
す
結

果
を
も
た
ら
す
危
険
性
が
あ
る
な
ら
、
対
撫
分
界
の
実
験
に
過
大
な
期
待
は
か
け
ら
れ
な
い
。
分
界
の
本
義
「
漸
進
す
る
ふ
た
つ
の
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
」
に
即
し
て
未
発
見
地
へ
の
到
達
を
優
先
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
以
上
の
推
測
の
う
ち
、
マ
ゼ
ラ
ン
の
緯
度
の
知
識
と
未
発
見
地
の
優
先
を
裏
付
け
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ル
ボ
の
水
路
誌
な
ど
に

よ
っ
て
太
平
洋
横
断
の
航
跡
を
再
現
し
て
お
く
。
マ
ゼ
ラ
ン
は
モ
ル
ッ
カ
諸
島
が
赤
道
直
下
に
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
ま
た
「
ま
ず
何
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

り
も
さ
き
に
マ
ル
コ
［
モ
ル
ッ
カ
］
諸
島
へ
向
か
う
べ
し
」
と
い
う
国
王
訓
令
を
受
け
て
い
な
が
ら
、
三
ヶ
月
あ
ま
り
の
太
平
洋
横
断
中
に
北

半
球
へ
の
迂
園
路
を
描
き
、
北
緯
十
二
～
十
三
度
の
航
路
を
維
持
し
た
。
加
え
て
、
マ
ゼ
ラ
ン
が
修
訂
し
た
と
さ
れ
る
地
理
書
『
ド
ゥ
ア
ル

11ユ （lll）



【表1】　フランシスコ・アルボの水路誌にみる8地点と基準線の経度差

観測地点

ビルヘナ

X岬（海

ｲ東端）

サン・ラサロ諾島の

健[（スルアン）

ボルネイ

iブルネイ）

キピット テレナテ

iテルナテ）

モテイル プロ

iブル）

テイモール

経度差 521／2 189　　　ユ061／2 2011／工2 1911／2 190王／2 工9ユ3／4 194 1973／4

藤準線・点 不明 不明経線　万世海峡 分界線 不明経線 不明経線 不明経線 不明 不明

【表2】　ピガフェッタ伊語写本にみるユ2地点と分界線の経度差

赤道通　二二諸島　ズルアン　マザナ　　スプ　　キピットブラオワン　ブルネ　タドーレ　バンダン　マルア　ティモール

過点　　〔グアム〉（スルアン）（リマサワ）　（セブ）　　　　　（パラワン）（ブルネイ）（テdドーレ）　　　　（アm一ル）

122 146 161 162　164 167　1711／3　1762／3　161　1601／2　1692／3　1741／2伊語写本

　
　
　
　
　
　
　
⑰

テ
・
バ
ル
ポ
ザ
の
書
』
写
本
の
分
析
、
お
よ
び
カ
ン
テ
ィ
ー
ノ
図
（
一
五
Ω
一
年
）
に
ア
ラ
ビ
ア
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
緯
度
の
単
位
イ
ス
バ
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
時
代
の
マ
ゼ
ラ
ン
が
マ
ラ
ッ
カ

滞
在
時
に
現
地
航
海
者
か
ら
緯
度
の
デ
ー
タ
を
接
収
し
て
い
た
可
能
性
、
「
発
見
」
地
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
中
部
ピ
サ
や
諸
島
で
黄
金
が
見
い
だ
さ
れ
た
と
き
に
マ
ゼ
ラ
ン
が
目
的
地
に
達
し
た
と
発
言
し
た

　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
い
う
乗
員
の
証
言
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
マ
ゼ
ラ
ン
は
伝
説
の
黄
金
島
「
オ
フ
イ
ー
ル
・
タ
ル
シ

ス
」
と
中
国
南
部
へ
つ
な
が
る
「
東
洋
針
路
］
の
要
所
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
先
ん
じ
て
到
達
し
「
占

有
」
の
実
績
を
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
他
方
、
対
躁
分
界
の
実
験
は
問
題
を
は
ら
ん
で
い
た
。
ア
ン
ド
レ
ス
・
デ
・
サ
ン
・
マ
ル
チ
イ
ン

に
よ
る
経
度
測
定
の
結
果
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ル
ボ
の
水
路
誌
と
ピ
ガ
フ
ェ
ッ
タ
の
航
海
記
に

記
載
が
あ
る
が
、
両
者
σ
隔
た
り
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
ピ
ガ
フ
ェ
ッ
タ
に
よ
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ピ
サ
や
諸
島
の
み
な
ら
ず
ブ
ル
ネ
イ
、
テ
ィ
モ
ー
ル
、
モ
ル
ッ
カ
諸
島
も
ま
た
ス
ペ
イ
ン
の
分

界
内
で
あ
る
が
、
ア
ル
ボ
に
よ
る
と
、
す
べ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
分
界
に
入
る
〔
表
1
・
2
〕
。
改
窟
の

可
能
性
が
高
い
の
は
早
期
に
刊
行
さ
れ
て
世
に
喧
伝
さ
れ
た
ピ
ガ
フ
ェ
ッ
タ
の
航
海
記
で
あ
ろ
う
。

ス
ペ
イ
ン
不
利
を
示
す
ア
ル
ボ
の
記
録
は
疎
ま
れ
、
そ
の
水
路
誌
は
一
九
世
紀
ま
で
出
版
さ
れ
な
か

っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
「
発
見
」
さ
れ
た
ピ
サ
や
諸
島
で
ス
ペ
イ
ン
が
と
る
べ
き
は
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界

二
等
分
割
の
分
界
解
釈
で
は
な
く
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
漸
進
の
分
界
解
釈
で
あ
っ
た
。
教
皇
「
贈
与
」

を
論
拠
と
す
る
投
降
勧
告
は
開
戦
を
正
当
化
し
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
分
界
を
漸
進
さ
せ
る
。

桐
喝
を
う
け
た
セ
ブ
王
ら
は
服
従
を
表
明
し
集
団
改
宗
に
応
じ
た
。
だ
が
、
武
威
を
過
信
し
た
強
圧

112 （112）



未征服地分配の言説（合田）

的
な
投
降
勧
告
の
連
採
は
反
動
を
招
き
、
一
五
二
一
年
四
月
マ
ゼ
ラ
ン
は
マ
ク
タ
ン
島
で
戦
死
し
た
。

　
残
存
ス
ペ
イ
ン
隊
二
隻
が
モ
ル
ッ
カ
諸
島
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
同
年
十
一
月
で
あ
る
。
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
号
は
太
平
野
帰
航
路
の
発
見
を
め

ざ
し
て
失
敗
し
、
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
当
局
に
捕
獲
さ
れ
た
。
こ
の
時
没
収
さ
れ
た
ア
ン
ド
レ
ス
・
デ
・
サ
ン
・
マ
ル
チ
ィ
ン
の
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

録
（
所
在
不
明
）
は
バ
ロ
ス
ら
に
よ
っ
て
閲
覧
さ
れ
、
の
ち
の
交
渉
に
微
妙
な
影
響
を
残
し
た
。
他
方
、
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
ル
・
カ
ノ
率
い

る
も
う
一
隻
の
ビ
ク
ト
リ
ア
号
は
イ
ン
ド
洋
経
由
で
一
五
二
二
年
九
月
サ
ン
ル
ー
カ
ル
港
に
帰
着
し
た
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
以
来
熱
望
さ
れ
て
い
た

ア
ジ
ア
へ
の
西
回
り
航
路
の
開
設
が
ス
ペ
イ
ン
内
外
で
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
た
。
積
み
荷
の
香
料
は
そ
の
大
半
が
翌
年
一
月
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ン
に
お
い
て
七
八
八
万
八
六
八
四
マ
ラ
ベ
デ
ィ
で
売
却
さ
れ
、
艦
隊
の
準
備
の
た
め
王
室
が
支
出
し
た
経
費
を
あ
が
な
っ
て
あ
ま
り
あ
っ
た
。

　
モ
ル
ッ
カ
諸
島
テ
ル
ナ
テ
島
に
お
い
て
マ
ゼ
ラ
ン
隊
到
来
の
翌
年
に
よ
う
や
く
要
塞
を
設
営
で
き
た
ば
か
り
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
と
っ
て
、
一

回
の
航
海
で
西
着
り
航
路
を
見
い
だ
し
中
国
と
モ
ル
ッ
カ
諸
島
を
つ
な
ぐ
航
路
の
中
間
に
ス
ペ
イ
ン
の
足
か
が
り
を
も
た
ら
し
た
マ
ゼ
ラ
ン
の

航
海
は
重
大
な
脅
威
で
あ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
漸
進
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
、
排
他
的
分
配
の
言
説
、
す
な
わ
ち
二
等
分

割
の
分
界
観
に
則
っ
て
交
渉
す
る
必
要
が
生
じ
た
。

3

バ
ダ
ホ
ス
ー
1
エ
ル
ヴ
ァ
ス
会
議

　
カ
ル
ロ
ス
一
世
は
多
角
的
な
ポ
ス
ト
・
マ
ゼ
ラ
ン
の
航
海
を
指
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
五
二
二
年
＝
月
ラ
・
コ
ル
ー
ニ
ャ
に
「
香
料
通

商
院
」
を
新
設
し
マ
ゼ
ラ
ン
の
航
路
に
よ
る
後
続
遠
征
の
準
備
に
取
り
か
か
ら
せ
る
と
と
も
に
、
長
期
の
困
難
な
航
海
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
マ

ゼ
ラ
ン
海
峡
経
由
の
航
路
と
は
別
の
西
回
り
航
路
を
中
北
米
沿
岸
で
探
索
さ
せ
る
た
め
、
一
五
；
二
年
三
月
二
七
日
に
マ
ゼ
ラ
ン
隊
の
航
海
士

エ
ス
テ
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
メ
シ
ュ
、
六
月
…
一
　
日
に
エ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
の
ル
カ
ス
・
バ
ス
ケ
ス
・
デ
・
ア
イ
リ
ヨ
ン
と
協
約
を
結
び
、
さ
ら
に
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

月
二
六
日
エ
ル
ナ
ン
・
コ
ル
テ
ス
に
北
米
を
迂
回
す
る
航
路
を
太
平
洋
側
か
ら
探
索
す
る
よ
う
命
じ
た
。

　
だ
が
、
政
治
的
調
整
の
途
は
開
か
れ
て
い
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
ジ
ョ
ア
ン
三
世
が
ビ
ク
ト
リ
ア
号
乗
員
の
拘
留
と
モ
ル
ッ
カ
諸
島
か
ら
持
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ち
だ
し
た
香
料
の
差
し
押
さ
え
を
要
求
す
る
と
、
カ
ル
ロ
ス
一
世
は
逆
に
、
い
ま
だ
果
た
さ
れ
て
い
な
い
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
の
第
三
条
項

す
な
わ
ち
線
引
き
の
取
り
決
め
を
遂
行
し
よ
う
と
提
案
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
側
は
モ
ル
ッ
カ
諸
島
が
自
ら
の
分
界
内
に
あ
る
と
主
張
で
き
る
と
み

て
い
た
。
ス
ペ
イ
ン
の
動
き
に
危
機
を
感
じ
て
い
た
ジ
ョ
ア
ン
三
世
は
一
五
二
三
年
～
一
～
一
二
月
、
線
引
き
の
実
施
で
は
な
く
そ
の
方
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

審
議
を
再
提
案
し
、
対
蹄
分
界
の
解
釈
を
事
実
上
容
認
し
た
。
両
国
は
一
五
二
四
年
二
月
一
九
日
ビ
ト
リ
ア
で
合
意
に
達
し
た
。

　
　
両
国
は
そ
れ
ぞ
れ
三
名
の
天
文
学
考
と
三
名
の
航
海
士
・
航
海
者
を
任
命
し
、
分
界
に
よ
っ
て
所
有
の
問
題
を
裁
定
さ
せ
る
。
さ
ら
に
両
国
は
そ
れ
ぞ
れ

　
　
三
名
の
法
曹
家
を
任
命
し
、
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
占
有
の
問
題
を
裁
定
さ
せ
る
。
裁
定
者
た
ち
は
三
月
宋
ま
で
に
国
境
の
バ
ダ
ホ
ス
ー
ー
エ
ル
ヴ
ァ
ス
間
に
集

　
　
い
五
月
末
ま
で
に
結
審
す
る
。
審
議
中
は
モ
ル
ッ
カ
諸
島
に
遠
征
隊
を
派
遣
で
き
な
い
。
分
界
の
問
題
が
解
決
す
る
場
合
は
、
占
有
の
問
題
は
裁
定
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
占
有
の
問
題
の
み
が
裁
定
さ
れ
、
分
界
の
問
題
が
裁
定
で
き
な
い
場
合
は
、
本
協
約
以
前
と
同
じ
条
件
下
に
と
ど
ま
る
。

　
遠
征
の
中
断
と
い
う
高
い
代
償
を
払
っ
て
ま
で
も
合
意
に
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
両
王
室
問
の
「
同
胞
」
意
識
を
強
め
て
排
他
的
分
配
と

い
う
分
界
の
意
義
を
再
確
認
し
第
三
国
を
牽
制
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
フ
ラ
ン
ス
初
の
官
民
一
体
」
の
海
外
遠
征

　
　
　
　
　
　
⑳

事
業
と
評
さ
れ
る
ヴ
ェ
ラ
ツ
ァ
ー
ノ
の
航
海
（
一
五
二
三
年
末
～
二
四
年
七
月
）
で
あ
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ダ
・
ヴ
ェ
ラ
ツ

ァ
ー
ノ
の
航
海
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
お
よ
び
デ
ィ
エ
ッ
プ
の
ジ
ャ
ン
・
ア
ン
ゴ
の
支
援
と
リ
ヨ
ン
在
住
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
銀
行
家
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
出
資
を
え
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
「
カ
タ
イ
と
ア
ジ
ア
の
東
海
岸
に
達
す
る
」
た
め
北
米
沿
岸
が
踏
査
さ
れ
た
。
こ
の
航
海
に
関
す
る
警
戒
感

は
ス
ペ
イ
ン
よ
り
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
方
が
強
か
っ
た
。
ジ
ョ
ア
ン
三
世
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
で
準
備
中
の
遠
征
隊
は
実
は
ブ
ラ
ジ
ル
入
植
を
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

指
し
て
い
る
と
み
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
第
三
国
の
「
占
有
」
を
排
除
す
る
に
は
、
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界
は
あ
ら
か
じ
め
二
等
分
割
さ
れ
て
い

た
と
い
う
認
識
を
主
張
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ビ
ト
リ
ア
協
約
は
「
占
有
」
の
審
議
と
二
等
分
割
を
前
提
と
す
る
「
分
界
に
よ
る

所
有
」
の
審
議
と
を
分
離
し
た
う
え
で
後
者
を
上
位
に
お
い
た
。

　
た
だ
し
、
審
議
の
取
り
組
み
方
は
二
国
間
で
差
異
が
見
ら
れ
た
。
ジ
ョ
ア
ン
三
世
は
占
有
の
審
議
に
自
信
を
持
っ
て
い
た
。
一
五
二
三
年
八

月
頃
に
複
数
の
関
係
者
の
証
言
で
作
成
さ
れ
た
『
モ
ル
ッ
カ
問
題
供
述
調
書
』
に
よ
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
モ
ル
ッ
カ
諸
島
占
有
は
論
証
で
き
る
、
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⑳と
。
こ
の
調
書
と
モ
ル
ッ
カ
諸
島
諸
王
権
の
マ
レ
ー
語
書
簡
類
は
一
致
し
て
、
テ
ル
ナ
テ
島
の
国
王
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
に
臣
従
し
そ
の
宗
主

権
を
認
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
他
方
、
ス
ペ
イ
ン
側
の
資
料
に
は
プ
レ
が
あ
っ
た
。
世
に
広
ま
っ
た
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ピ
ガ
フ
ェ
ッ
タ
の
報

告
は
テ
ィ
ド
ー
レ
島
国
王
の
「
臣
従
」
を
記
し
て
い
る
が
、
同
じ
く
マ
ゼ
ラ
ン
隊
帰
還
者
の
マ
ル
チ
ィ
ン
・
メ
ン
デ
ス
に
よ
る
『
マ
ル
コ
諸
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
諸
国
王
と
結
ば
れ
た
和
約
と
修
好
の
記
録
（
｝
五
二
一
年
九
二
瓢
○
臼
～
一
二
月
一
七
日
二
は
モ
ル
ッ
カ
諸
王
権
と
の
友
好
通
商
関
係
の
確
立

を
示
す
に
と
ど
ま
り
、
カ
ル
ロ
ス
一
世
の
宗
主
権
を
主
張
し
て
い
な
い
。

　
だ
が
、
四
月
一
一
日
に
始
ま
っ
た
占
有
の
審
議
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
目
論
み
通
り
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
両
国
の
法
曹
家
た
ち
は
と
も
に
原
告

と
な
る
こ
と
を
拒
否
し
た
た
め
、
そ
の
議
論
は
終
始
停
滞
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
主
権
者
と
の
法
的
取
り
決
め
は
宗
主
権
を

え
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
優
位
で
あ
っ
た
が
、
問
題
は
モ
ル
ッ
カ
諸
島
に
統
一
的
権
力
が
存
在
せ
ず
テ
ル
ナ
テ
と
テ
ィ
ド
ー
レ
が
覇
権
を
争
っ
て
い

た
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
が
加
担
し
て
い
た
た
め
、
一
方
と
の
関
係
を
基
に
申
し
立
て
を
し
て
も
、
他
方
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

関
係
を
根
拠
に
そ
れ
は
論
破
さ
れ
る
。
占
有
の
審
議
は
痛
み
分
け
で
終
わ
っ
た
。

　
分
界
に
よ
る
所
有
の
審
議
に
つ
い
て
は
攻
守
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
分
界
線
の
画
定
に
積
極
的
な
ス
ペ
イ
ン
側
の
持
ち
札
は
学
的
権
威
プ

ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
東
西
枠
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
引
き
抜
か
れ
た
航
海
者
や
地
図
作
成
家
ら
の
知
識
、
そ
し
て
世
界
周
航
を
成
し
遂
げ
裁
定
者
の

ひ
と
り
と
し
て
参
加
し
た
デ
ル
・
カ
ノ
の
情
報
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
は
、
天
文
学
者
と
航
海
者
の
権
限
を
相
対
的
に
弱
め
て
そ
の
議
論
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

法
曹
家
に
統
御
さ
せ
、
分
界
の
た
め
の
経
度
測
定
を
実
施
が
困
難
な
手
法
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
審
議
を
空
転
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
分
界
の
審
議
は
裁
定
者
の
人
選
や
技
術
的
細
部
の
駆
け
引
き
で
約
六
週
間
を
費
や
し
、
進
展
が
見
ら
れ
た
の
は
最
後
の
一
週
間
で
あ
る
。
両

国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
東
回
り
と
西
回
り
で
梢
互
補
完
的
に
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
情
報
が
地
球
儀
で
提
示
さ
れ
る
が
、
ズ
レ
が
大

き
い
。
実
に
四
六
度
も
の
経
度
差
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
は
天
文
学
的
手
法
の
提
唱
に
よ
っ
て
局
面
の
打
開
を
は
か
っ
た
。
こ
の

提
案
は
ス
ペ
イ
ン
側
を
潮
激
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
の
デ
ー
タ
改
窟
行
為
を
「
暴
露
」
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
前
述
の
モ
ル
ッ
カ

問
題
の
「
調
書
」
以
外
に
対
蹄
分
界
に
関
す
る
調
査
が
な
さ
れ
た
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
不
利
な
結
論
が
出
さ
れ
た
た
め
「
航
程
の
短
縮
」
に
よ
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⑫

る
地
図
の
偽
造
が
行
わ
れ
た
、
と
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
は
天
文
学
的
手
法
に
固
執
し
五
月
末
会
期
は
つ
き
た
。

　
こ
の
暴
露
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
な
ら
ば
、
ス
ペ
イ
ン
側
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
の
改
裁
さ
れ
て
い
な
い
デ
ー
タ
を
分
界
の
共
知
に
す
え
よ
う
と

は
か
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
は
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
暴
露
の
図
式
は
実
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で

は
な
い
。

　
審
議
の
さ
な
か
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
裁
定
者
セ
ケ
イ
ラ
ら
三
智
は
国
王
宛
書
簡
（
五
月
一
八
日
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
三
七
〇
レ
グ
ア
算

定
の
起
点
を
ヴ
ェ
ル
デ
岬
諸
島
の
東
端
に
定
め
る
と
、
海
図
上
モ
ル
ッ
カ
諸
島
は
一
二
～
｝
三
レ
グ
ア
ほ
ど
ポ
ル
ト
ガ
ル
分
界
内
に
入
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ヴ
ェ
ル
デ
岬
諸
島
の
西
端
か
ら
算
定
す
る
と
モ
ル
ッ
カ
諸
島
は
ス
ペ
イ
ン
分
界
に
五
〇
レ
グ
ア
入
っ
た
と
こ
ろ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
と
。
後

者
の
五
〇
レ
グ
ア
は
経
度
で
三
度
弱
に
相
当
す
る
。
こ
れ
は
『
マ
ゼ
ラ
ン
覚
え
書
き
』
の
二
度
半
～
四
度
と
い
う
経
度
差
に
き
わ
め
て
近
く
、

モ
ル
ッ
カ
諸
島
は
ス
ペ
イ
ン
の
分
界
内
に
経
度
で
五
度
ほ
ど
入
る
と
い
う
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
ド
ゥ
ア
ル
テ
・
パ
シ
ェ
コ
・
ペ
レ
イ
ラ
が
ス
ペ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

大
使
に
漏
洩
し
た
認
識
（
一
五
；
二
年
～
二
月
四
日
）
か
ら
遠
く
な
い
。
ま
た
、
前
者
の
一
二
～
一
三
レ
グ
ア
す
な
わ
ち
経
度
で
一
度
弱
と
い
う

位
置
づ
け
に
近
似
し
た
も
の
を
示
し
て
い
る
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
帰
国
し
た
ペ
ド
ロ
・
レ
イ
ネ
ル
に
よ
っ
て
ビ
ク
ト
リ
ア
号
帰
還
の
少
し
前

に
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
南
半
球
の
投
影
図
で
あ
る
。
こ
の
図
で
対
脈
分
界
線
は
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
わ
ず
か
二
分
の
～
度
東
で
赤
道
と
交
わ
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
五
月
一
八
日
付
書
簡
が
示
す
数
値
は
マ
ゼ
ラ
ン
な
い
し
レ
イ
ネ
ル
父
子
に
よ
っ
て
ス
ペ
イ
ン
に
流
さ
れ
た
情
報
と
同

一
な
い
し
同
源
で
あ
り
、
対
蹴
分
界
線
と
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
共
知
の
核
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
こ
の
共
知
を
基
準
に
す
る
と
、
審
議
中
に
提
出
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
地
球
儀
は
モ
ル
ッ
カ
ま
で
の
距
離
を
二
二
～
二
六
度
も
ポ
ル
ト
ガ
ル

有
利
に
歪
曲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ス
ペ
イ
ン
の
地
球
儀
も
ま
た
二
〇
～
二
四
度
ス
ペ
イ
ン
有
利
に
歪
曲
し
た
数
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
数

値
は
ピ
ガ
フ
ェ
ッ
タ
の
も
の
よ
り
も
さ
ら
に
一
～
五
度
ほ
ど
歪
曲
の
幅
が
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
側
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
と
ほ
ぼ
同

等
の
改
蜜
行
為
を
弄
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の
歪
曲
が
必
要
と
さ
れ
た
の
か
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
が
不
利
な
情
報
を
…
機
密
事
項

に
し
た
い
の
は
頷
け
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
側
が
対
応
分
界
線
の
東
二
丁
半
～
四
度
と
い
う
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
位
置
づ
け
を
そ
の
ま
ま
掲
げ
な
い
の
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は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
推
測
し
て
お
き
た
い
の
は
、
モ
ル
ッ
カ
諸
島
か
ら
西
ヘ
マ
ラ
ッ
カ
ま
で
の
島
襖
部
お
よ
び
モ
ル
ッ
カ
諸
島
か
ら

北
な
い
し
北
西
方
向
に
中
国
ま
で
の
び
る
東
洋
針
路
沿
い
の
黄
金
諸
島
が
あ
る
と
お
ぼ
し
き
海
域
を
ス
ペ
イ
ン
圏
内
に
確
保
し
た
い
と
い
う
欲

求
で
あ
る
。
の
ち
に
フ
ア
ン
・
ロ
ペ
ス
・
デ
・
ベ
ラ
ス
コ
は
『
イ
ン
デ
イ
ア
ス
地
誌
総
説
（
～
五
七
四
年
）
』
の
な
か
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
モ
ル
ッ

カ
を
含
む
北
緯
四
〇
度
～
南
緯
一
四
度
の
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
の
群
島
を
「
西
方
諸
島
」
と
名
付
け
、
す
べ
て
ス
ペ
イ
ン
分
界
に
位
置
づ

け
た
。
ス
ペ
イ
ン
側
の
裁
定
者
た
ち
は
マ
ラ
ッ
カ
と
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
経
度
差
を
二
三
度
と
見
積
も
っ
て
い
た
が
、
歪
曲
の
幅
は
ほ
ぼ
そ
れ
に

相
当
す
る
。
マ
ラ
ッ
カ
付
近
に
対
蹟
分
界
線
を
刻
ん
だ
地
図
は
少
な
く
な
い
。

　
し
か
し
、
ス
ペ
イ
ン
の
戦
略
は
一
貫
性
を
欠
い
て
お
り
充
分
な
成
果
を
あ
げ
た
と
は
言
え
な
い
。
「
暴
露
」
は
切
り
札
で
あ
っ
た
が
、
か
え

っ
て
自
前
の
論
拠
が
弱
い
こ
と
を
露
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
来
、
ビ
ク
ト
リ
ア
号
の
詳
細
な
記
録
が
積
極
的
に
用
い
ら
れ
て
よ
い
は
ず
で

あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
は
ア
ン
ド
レ
ス
・
デ
・
サ
ン
・
マ
ル
チ
ィ
ン
や
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ル
ボ
に
よ
る
世
界
周
航
の
経
度
を
黙
殺
し
ピ
ガ
フ
ェ
ッ

タ
の
記
録
を
残
し
た
が
、
お
そ
ら
く
あ
る
時
点
で
前
者
の
記
録
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
没
収
さ
れ
た
こ
と
を
認
識
し
た
た
め
、
後
者
を
強
く
押
し
出

す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
傍
証
と
し
て
マ
ル
コ
・
ボ
ー
ロ
や
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
と
い
っ
た
時
代
遅
れ
の
典
拠
ま
で
持
ち
出
さ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
ス
ペ
イ
ン
裁
定
者
団
の
首
位
に
あ
っ
た
エ
ル
ナ
ン
ド
・
コ
ロ
ン
は
会
合
の
舞
台
裏
で
対
躁
分
界
の
解
釈
を
否
定
し
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

界
の
裁
定
は
不
可
能
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
た
。

4
　
モ
ル
ッ
カ
問
題
の
収
束

　
バ
ダ
ホ
ス
ー
ー
エ
ル
ヴ
ァ
ス
会
議
以
後
も
モ
ル
ッ
カ
問
題
に
関
す
る
両
国
の
交
渉
は
断
続
的
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
一
五
二
五
年
七
月
二
四
日
、

カ
ル
ロ
ス
一
世
は
ガ
ル
シ
ア
・
デ
・
ロ
ア
イ
サ
を
総
司
令
官
と
す
る
七
隻
の
第
二
次
モ
ル
ッ
カ
遠
征
隊
を
ガ
リ
シ
ア
の
ラ
・
コ
ル
ー
ニ
ャ
か
ら

送
り
出
し
た
。
こ
れ
を
含
め
～
五
六
五
年
ま
で
に
西
回
り
で
ア
ジ
ア
に
到
達
し
よ
う
と
し
た
ス
ペ
イ
ン
艦
隊
は
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
な
い
し
ガ
リ
シ

ア
発
が
六
隊
、
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
岸
発
が
五
隊
、
計
～
一
隊
で
あ
る
。
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こ
の
動
き
は
モ
ル
ッ
カ
諸
島
テ
ル
ナ
テ
要
塞
の
維
持
に
漫
吟
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
脅
威
を
与
え
た
。
し
か
し
、
一
五
二
八
～
二
九
年
、
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

平
洋
帰
航
路
の
探
索
に
二
度
失
敗
し
た
こ
と
が
ス
ペ
イ
ン
側
に
と
っ
て
痛
手
と
な
っ
た
。
一
五
二
九
年
四
月
二
二
日
、
サ
ラ
ゴ
サ
条
約
に
よ
っ

て
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
東
一
七
度
に
境
界
線
が
引
か
れ
、
カ
ル
ロ
ス
一
世
は
黄
金
三
五
万
ド
ゥ
カ
ー
ド
で
自
ら
が
有
す
る
と
信
じ
る
そ
の
権
利
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ジ
ョ
ア
ン
三
世
に
売
却
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
場
合
の
境
界
線
は
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
帰
属
を
決
定
し
た
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
対
蹄
分
界
線
が
画
定
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
ス
ペ
イ
ン
は
そ
う
理
解
し
、
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
ほ
ぼ
真
北
に
位
置
す
る
サ
ン
・
ラ
サ
ロ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
諸
島
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

け
る
権
益
の
確
保
を
め
ざ
し
た
。
～
五
四
二
～
四
五
年
、
メ
キ
シ
コ
斎
王
が
派
遣
し
た
ル
イ
・
ゴ
メ
ス
・
デ
・
ビ
リ
ャ
ロ
ボ
ス
の
六
隻
の
遠
征

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

隊
に
よ
っ
て
レ
イ
テ
ー
ー
サ
マ
ー
ル
群
島
に
「
フ
ィ
リ
ピ
ナ
ス
」
の
名
が
与
え
ら
れ
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
が
は
じ
め
て
周
圓
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、

「
東
洋
針
路
」
の
要
所
に
位
置
す
る
貿
易
上
お
よ
び
戦
略
上
の
利
点
は
確
認
さ
れ
た
。

　
両
国
は
こ
れ
以
降
も
中
国
や
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
征
服
権
を
め
ぐ
っ
て
分
界
の
議
論
を
繰
り
広
げ
る
。
重
要
な
の
は
、
そ
の
議
論
が

い
か
に
加
熱
し
よ
う
と
も
対
等
分
界
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
第
三
国
を
排
除
し
独
占
的
に
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界
を
分
配
す
る
「
談
合
」
の
論
理
の
う

え
に
成
り
立
っ
て
お
り
、
両
国
の
交
渉
は
決
裂
に
至
ら
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
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誉
§
§
q
ミ
ミ
ミ
ミ
§
き
”
ζ
薮
邑
弧
8
。
。
甲

　
①
？
①
Q
Q

⑤
　
O
．
肉
蝿
毎
。
ω
℃
騨
Φ
辞
．
、
質
砂
α
q
匿
窪
φ
ω
導
く
毘
註
。
切
回
♂
o
巷
匿
三
餌
0
6
眺
、
v
醇

　
ミ
ミ
ミ
譜
勲
こ
N
§
譜
奢
N
§
爵
一
り
①
－
一
〇
メ

⑥
U
．
ρ
6
。
・
ω
㊦
暴
8
る
匹
‘
9
ミ
砺
譜
さ
§
、
、
畢
ω
＜
2
ω
．
”
諸
銑
註
し
Φ
㎝
駆
よ
♪

　
H
押
釦
①
9
α
①
一
■
長
南
誤
訳
「
マ
ゼ
ラ
ン
の
最
初
の
世
界
回
遊
航
海
」
　
＝
二
六
～
…

　
三
八
頁
。

⑦
9
§
譜
さ
竃
ミ
管
財
押
臼
ゆ
噛
蒔
。
。
膳
．

⑧
｝
日
Φ
ジ
㊦
訂
紆
蜜
。
寅
○
寄
讐
§
§
8
§
臣
ぎ
二
野
卜
a
Q
6
鴨
§
譜
肉
ミ

　
遵
ミ
、
タ
い
δ
げ
0
9
し
り
。
◎
9
一
凸
－
ぽ
鼻
．
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⑨
竃
㊦
象
罫
田
b
§
暮
善
職
鳴
§
琶
9
簿
謹
ぎ
簿
。
ω
睾
凱
”
α
q
。
畠
Φ
○
罠
p

　
一
ゆ
ト
⊃
ρ
○
ピ
＜
H
H
團
．

⑩
ζ
⑱
象
暴
甲
9
§
薮
謡
譜
誉
ミ
§
・
～
§
§
轟
§
鷺
ミ
貯
藻
§
鴎
亀
虫
9
爵
押

　
G
o
9
三
貯
α
q
o
山
Φ
0
7
臨
P
一
G
Q
G
Q
G
Q
甲
一
〇
①
9

⑪
凋
■
〉
．
富
α
Q
慧
a
ゆ
↓
鐙
。
。
▼
．
．
冨
巴
8
α
Q
多
望
ω
α
Q
‘
。
。
α
q
軽
ざ
霧
．
．
騨
》
類
§
謡

　
魯
ミ
、
，
、
瓢
。
譜
憂
き
織
色
一
伊
鼻
－
一
刈
蒔

⑫
鋭
同
■
畠
竃
。
貫
O
肉
食
冒
§
馬
。
魯
巴
ミ
ミ
譜
卜
§
㍗
9
論
譜
肉
覧
§
ミ
、
・
p

　
一
心
O
I
一
蒔
一
．

⑬
O
。
風
p
．
〉
○
押
評
ぎ
き
け
ρ
ω
♪
即
実
卜
⊃
一
9
N
§
§
窒
N
馬
ミ
譜

　
魯
ミ
ミ
ミ
鳳
8
、
，
職
ミ
画
q
象
匙
建
砺
時
簿
恥
嶺
N
鯉
口
鳩
ミ
勲
㎝
＜
o
尻
こ
し
σ
四
竃
鉱
。
”
四
u
O
o
き
唱
叫
誤
田

　
O
Φ
降
興
色
鳥
Φ
同
餌
び
9
0
0
ω
匹
Φ
閃
一
一
な
ぎ
鋤
P
一
り
一
c
o
I
一
Φ
卜
⊃
ω
孤
押
ω
ω
O
誓
G
σ
G
Q
一
’

⑭
》
■
O
g
㊦
鐡
。
帥
〉
’
づ
号
ζ
g
㊤
曽
a
。
。
‘
凄
忌
費
』
帖
ミ
§
嵩
§
§
ミ
G
ミ
茜

　
、
§
ミ
ら
犠
（
℃
冨
○
γ
①
＜
o
ザ
ご
じ
冨
『
o
斜
同
④
①
ρ
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ω
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H
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岩
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－
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懸
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．
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⑰
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＄
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⑮
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フ
ラ
ン
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と
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メ
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陸
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大
航
海
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叢
書
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二
期
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九
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岩
波
書
店
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九
八
二
年
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．
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四
　
南
米
の
分
界
と
占
有

　
最
後
に
南
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
分
界
の
行
方
を
展
望
し
、
結
び
に
代
え
た
い
。

　
排
他
的
分
配
の
枠
組
み
は
同
君
連
合
期
（
一
五
八
○
～
一
六
四
〇
年
）
も
保
持
さ
れ
た
が
、
南
米
の
経
済
的
価
値
が
相
対
的
に
高
ま
っ
た
た
め
、

分
界
の
議
論
の
的
は
ア
ジ
ア
か
ら
南
米
、
と
り
わ
け
ラ
・
プ
ラ
タ
流
域
へ
移
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
南
限
を
ラ
・
プ
ラ
タ
川
右
岸

ま
で
押
し
広
げ
る
野
心
を
持
っ
て
お
り
、
「
自
然
国
境
」
説
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
種
と
も
い
う
べ
き
「
ブ
ラ
ジ
ル
島
」
説
を
主
張
し
た
。
こ

れ
は
、
南
米
の
二
つ
の
大
河
が
奥
地
の
大
湖
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
長
大
な
水
系
に
よ
っ
て
ス
ペ
イ
ン
領
ア
メ
リ
カ
か
ら
分
離
さ

れ
た
領
域
的
実
体
を
な
す
、
と
い
う
政
治
地
理
で
あ
る
〔
図
3
〕
。
ブ
ラ
ジ
ル
島
の
概
念
は
フ
ラ
ン
ス
国
王
に
仕
え
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
航
海
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ジ
ョ
ア
ン
・
ア
フ
ォ
ン
ソ
が
～
五
二
八
～
四
三
年
頃
は
じ
め
て
表
明
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
図
作
成
へ
の
影
響
力
と
い
う
点
で
重
要
な
の
は
、

バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
・
ヴ
ェ
リ
ョ
の
ア
メ
リ
カ
図
（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
所
蔵
、
一
五
六
一
年
）
で
あ
る
。
ア
マ
ゾ
ン
水
系
と
ラ
・
プ
ラ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

水
系
が
大
湖
「
エ
ウ
パ
ナ
」
で
連
結
さ
れ
て
お
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
島
の
外
縁
は
分
界
線
に
寄
り
添
う
よ
う
な
自
然
国
境
を
示
し
て
い
る
。

　
再
独
立
後
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
ペ
ル
ー
尊
王
領
と
の
銀
貿
易
を
も
く
ろ
み
、
か
つ
ス
ペ
イ
ン
・
イ
エ
ズ
ス
会
の
教
化
村
の
拡
大
を
阻
む
た
め
、

ラ
・
プ
ラ
タ
流
域
に
戦
略
的
拠
点
を
求
め
た
。
一
六
八
○
年
一
～
二
月
ラ
・
プ
ラ
タ
川
右
岸
に
コ
ロ
ニ
ア
・
ド
・
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
が
建
設
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
と
の
間
に
緊
張
が
高
ま
っ
た
。
外
交
的
解
決
を
図
り
た
い
両
国
の
代
表
た
ち
は
、
一
六
八
一
年
一
一
月
～
八
二
年
一
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、
バ
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ホ
ス
麓
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ス
に
集
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ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
の
分
界
に
立
ち
も
ど
っ
て
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々
と
議
論
し
た
が
、
成
果
は
え
ら
れ
な
か
っ
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末
ミ
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ジ
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け
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金
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ポ
ル
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ガ
ル
領
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ラ
ジ
ル
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拡
大
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し
た
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分
界
の
合
意
は
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味
を
持
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な
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
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地
図
上
の
自
然
国
境
は
分
界
線
か
ら
い
ち
じ
る
し
く
乖
離
し
た
。
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
は
一
七
五
〇
年
の
マ

ド
リ
ー
ド
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で
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棄
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れ
た
が
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を
西
に
大
き
く
乗
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か
ら
だ
、
と
い
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の
が
通
説
で
あ
ろ
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実
際
、
踏
み
越
え
て

得
ら
れ
た
領
土
は
現
ブ
ラ
ジ
ル
領
全
体
の
お
よ
そ
三
分
の
二
を
占
め
る
。

　
し
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し
な
が
ら
、
ス
ペ
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ン
が
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タ
右
岸
の
確
保
の
た
め
に
払
っ
た
代
償
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
ス
ペ
イ
ン
譲
歩
と
み
え
る
合
意

の
理
由
と
し
て
こ
点
を
あ
げ
て
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き
た
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。
ひ
と
つ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
相
殺
で
あ
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。
マ
ド
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ー
ド
条
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二
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で
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ガ
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は
フ
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、
第
三
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で
ス
ペ
イ
ン
は
ア
マ
ゾ
ン
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域
と
マ
ト
グ
ロ
ッ
ソ
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
と
認
め
た
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も
う
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つ
、
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れ
以
上
に
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な
の
は
占
有
主
義
へ
の
警
戒
で
あ
ろ
う
。
一
七
五
〇
年
時
点
に
た
つ
と
、
新
た
な
境
界
線
は
両
国
の
実
効

的
支
配
の
空
間
に
一
致
し
て
い
な
い
。
ア
マ
ゾ
ン
流
域
に
せ
よ
、
中
西
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の
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ト
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ソ
や
ゴ
イ
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ま
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南
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サ
ン
タ
カ
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リ
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ま
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フ
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ン
テ
ィ
ア
残
存
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主
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つ
第
三
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の
進
出
は
止
め
よ
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が
な
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。
警
戒
す
べ
き
は
イ
ギ
リ
ス
の
介
入
で
あ
っ
た
。
そ
の
漁
夫
の
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阻
む
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に
両
国
間
で
排
他
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な
未
征
服
地

分
配
が
再
び
合
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さ
れ
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の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
分
界
の
精
神
は
活
か
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
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The　lntended　Partition　of　Frontiers　from　the　Reconquista

　　　　　　　　　　　　　　　　　to　the　Demarcacio’n

by

GoDA　Masafumi

　　The　modern　English　“demarcation，”　meanir｝g　to　mark　out　border　lines，　derives

from　the　Cast盗an　I）elnarcacio’n　and　the　Portuguese　D㈱ακσφo，　connoting　the

partition　of　the　world　in　the　eady　rnoderm　age．　The　Spanish　and　Portuguese　mari－

time　empires　had　shared　a　geopolitical　discourse　on　the　Demarcabion　in　order　to

justify　their　conquest　and　division　of　the　non－Chiistian　world　that　had　not　yet　been

claimed　by　any　Christian　p血ce，　The　discourse　originated　in　certain　treaties　be－

tween　the　Christian　monairchies　oR　the　lberian　Peninsula．　ln　chief，　Castile　and

Aragon　had　staked　out　two　spheres　of　prospective　conquest　in　N－Andalus　and

Mauritania　from　the　middle　of　the　12th　century　to　the　ear｝y　14th　century．　The　Re－

conquista　was　presumed　to　be　justified　by　the　ideal　of　recovering　the　Visigothic

domains　from　Muslims　rule．

　　But　when　the　Portuguese　reconnoitered　along　the　West　AErican　coast　and　the

Atlantic　lslands　in　the　first　half　of　the　15th　century，　exceeding　the　limits　of　such　a

recovery　of　lost　lands，　their　expansion　needed　to　be　authorized　and　sanctioned　by

the　ideal　of　‘discovery，’　and　the　Papal　bulls　granting　them　such　privilege．　The　Spa－

niards　（Castikans）　caught　up　with　the　Portuguese　by　virtue　of　the　Columbian

voyages　of　cliscovery　and　tlie　bulls　of　Pope　Alexander　IV．　The　two　nations　negoti－

ated　to　align　their　own　spheres　of　future　conquest．　The　Treaty　of　TordesMas　was

signed　in　July　7，　1494，　to　make　the　Demarcation　a　pattition　of　the　world．

　　This　meant，　at　Ieast　on　paper，　that　the　two　great丘ontiefs　spread　out食om　the

Line　of　Demarcation　in　tlte　Atlantic　to　the　east　and　to　the　west．　From　the　1510s

onward，　however，　another　interpretation　of　the　Line　of　Demarcation　had　emerged．

Accorcling　to　this　interpretation，　the　Line　of　DemarcatioR　exteRded　to　the　other

hemisphere　as　the　‘Ante－Meridian，’　bisecting　the　globe．　lt　was　the　Spanish　voyage

conducted　by　the　Portugtiese　fidalgo　Ferdi　and　Magellan　that　forced　both　the

monarchies　to　recognize　the　Ante－Meridian　as　a　diplomatic　convenience．　Magel－

lan’s　astronomer　had　measured　and　logged　the　geographical　coordinates，　latitudes

and　longitudes　of　the　poh｝ts　they　reached　du血g　the　great　voyage．　T1盛s　ironically

resulted血confiエm血g　an　interpretation　unfavorable　to　the　Spanish　claim　on　the
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Moluccas　lsiands　and　the　Philippines　discovered　by　Magellan，　but　lrnportant　data

seems　to　have　been　manipulated．

　　Af＃er　the　circumnavigadon　of　the　Victor・ia，　the　serious　issue　of　the　dominion

over　the　Moiuccas　lslands　arose　between　the　two　nations．　Legal　exper£s，　scho－

lars，　and　navigaSors　commissloned　by　the　Spanish　and　Portuguese　crowns　met　at

the　border　cities　of　Badajoz－Elvas　in　April　to　May　1524　to　discuss　how　and　where

the　iine　of　Ante－Demarcagon　should　be　located　in　Asia，　and　which　monarchy　had

the　right　to　dominate　or　possess　the　Moluccas　lslands．　They　were　unable　to　re－

solve　these　issues．　But　both　monarchies　maintained　the　discourse　on　the　De－

marcation　to　keep　other　European　powers　out　of　their　spheres　of　influence　and　to

stand　against　the　idea　of　effective　occupation　unti1　the　latter　half　of　18t’i　century．

The　Northwestern　Border　of　Early　Modern　Japan

by

IKEUCHI　Satoshi

　　Through　an　analysis　of　the　forrnation　of　the　Genroku－era　prohibition　against

voyaging　to　Takeshima，　the　realities　of　the　usage　of　Matsushima　（Takeshima／

Dol〈to）　in　the　early－modern　times，　the　experiences　of　voyagers，　gazetteers　and

maps，　it　is　clear　that　Matsushima　（Tal〈eshima／Dol〈to）　lay　outside　the　territory　of

Japan　during　the　Edo　period．　On　the　other　harid，　it　is　difificult　to　recognize　the

claim　of　An　Yong－bok　that　Matsushna　（Tal〈eshirriEUDol〈to）　was　Joseon　territory　as

historical　fact，　and　there　is　no　evidence　that　the　Joseon　government　made　an蜘1g

of　the　claim．　Therefore，　it　is　impossible　to　argue　that　Matsushima　（Takeshima／

Dokto）　was　included　within　the　territory　of　the　Joseon　dynasty　on　the　basis　of　An

Yong－bok’s　statement．　Ma亀sushima（Takeshima／Dokto）also　lay　outside　the　territo－

rial　limits　of　the　Joseon　government．　The　northwestern　boundary　of　Japan　was　the

Oki　islands　and　the　eastern　boundary　of　Joseon　was　Ullungdo．　Tal〈eshima／Dokto，

which　lies　between　these　two，　lay　outside　the　territorial　c｝aims　of　both　gov－

ernments．
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